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3 市報かんざき 2014. ７月号

（平成26年５月末日現在）

●人　口　32,739人（対前月－53人）

　　　　　　 （男／ 15,627人　女17,112人）
●世帯数　11,417世帯（対前月－8世帯）

７月１日（火）～

　　２日（水）～４日（金）

　　２日（水）～

　  27日（日），29日（火），31日（木）

　  30日（水）～

　  26日（土）

住民総合健診（神埼町）

地区子育て懇談会

臨時福祉給付金申請受付開始

市軟式野球大会

住民総合健診（千代田町）

かんざき宿場まつり

固定資産税（２期）、国民健康保険税（２期）

平日　８：30 ～ 17：15
　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～
・「ＭＹ ＤＥＡＲ神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
合
併
後
の
平
成
18
年
４
月
に
創
刊
し
た
「
市
報

か
ん
ざ
き
」。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、

今
月
で
１
０
０
回
目
の
発
行
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
後
も
行
政
情
報
や
ま
ち
の
話
題
な
ど
、
皆
さ

ま
に
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
親
し
み
の
も
て
る
よ

う
な
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
活
躍
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
の
情

報
、
ま
た
市
報
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
担
当

　
市
長
公
室
　
秘
書
広
報
係

　
☎
３
７
‐
０
０
８
８

今
月
の
表
紙

﹁
祝
　
市
報
か
ん
ざ
き
創
刊
１
０
０
号
﹂
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７ 

月

環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り 

 …
…
…
…
…
…
４

住
民
総
合
健
診 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

青
少
年
育
成
だ
よ
り 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ 

 …
…
…
…
…
…
…
…
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
へ 

 …
９

国
民
健
康
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て
／
九
電
か
ら

の
お
知
ら
せ 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

浄
化
槽
設
置
申
込
み
に
つ
い
て
／
臨
時
福
祉
給
付

金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 

 …
…
…
…
11

第
２
次
行
政
改
革
の
取
り
組
み 

 …
…
…
…
…
…
12

王
仁
博
士
生
誕
地
訪
問
団
募
集 

 …
…
…
…
…
…
13

６
月
議
会
に
つ
い
て
／
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ

い
て 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
／
市
へ
の
ご
意
見
に
対

す
る
回
答
／
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業
に

つ
い
て 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画 

 …
…
…
…
…
…
…
16

つ
ま
み
ぐ
い
講
座
の
お
知
ら
せ 

 …
…
…
…
…
…
17

物
産
館
／
お
む
す
び
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ
／

夜
の
市
長
室

　

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

情
報
板

　

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

相
談 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
イ

ム
／
マ
イ
エ
ア
ポ
ー
ト
運
動

　

 
…
…
…
…
…
…
23

成
人
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー 

 …
…
…
…
…
…
…
…
24

子
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当

番
医
／
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内 

 …
…
…
…
25

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事
予
定
表
／
い
き
い
き
大

学
／
遊
学
館
／
ゆ
か
た
で
Ｇ
Ｏ 

 …
…
…
…
…
26

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 …
…
…
…
…
…
…
27

Ｆ
Ｍ
佐
賀 

Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神
埼 

 …
…
…
…
28

神
埼
の
偉
人
紹
介
し
ま
す 

 …
…
…
…
…
…
…
29

宿
場
ま
つ
り
／
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

 …
…
…
…
30

ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
31

ま
ち
の
話
題 
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32

趣
味
あ
い
あ
い 
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
か
ら
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー 

　

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
35

神
埼
旬
菜 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

神埼高校３年 書道部

垣内 公美子 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

�

私
は
、
将
来
た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
と
笑
顔
を

与
え
ら
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
先

生
や
友
人
、地
域
の
方
々
に
日
々
感
謝
し
な
が
ら
、

残
り
の
学
校
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
題
字
は
、
中
国
北
魏
時
代
の
造
像
記
の
特
徴
を

生
か
し
て
力
強
い
雰
囲
気
に
仕
上
げ
ま
し
た
。�
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環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
!!

～
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

「
神
埼
市
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
存
知
で
す
か
？

資
源
物
集
団
回
収
事
業
補
助
金
制
度

　

６
月
１
日
、
早
朝
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
『
神
埼
市
ク
リ
ー
ン
作

戦
』
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大
人
も

子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
の
取
り
組

み
で
、
道
路
・
河
川
や
公
園
な
ど
の

ご
み
の
散
乱
が
な
く
な
り
、
さ
ら
に

美
し
い
神
埼
市
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
ご
み
と

し
て
出
し
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、

再
使
用
で
き
る
も
の
や
、
製
品
を
作

る
た
め
の
原
料
と
な
る
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
資
源
物

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
環
境
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

神
埼
市
に
は
、
資
源
物
集
団
回
収

事
業
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
ご
み
の
減
量
化
、
新
聞
・

雑
誌
等
の
回
収
に
よ
る
資
源
の
有
効

利
用
お
よ
び
生
活
環
境
の
清
潔
意
識

の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

︿
補
助
金
交
付
対
象
団
体
﹀

　
　

子
ど
も
ク
ラ
ブ
・
地
域
婦
人
会
・

老
人
ク
ラ
ブ
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
公

共
的
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
神
埼
市
資
源
物
集
団

回
収
事
業
実
施
団
体
の
登
録
申
請

書
を
市
長
へ
提
出
し
、
適
当
と
認

め
ら
れ
た
団
体
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
10
月
も
「
筑
後
川
・
城
原

川
河
川
美
化
ノ
ー
ポ
イ
運
動
」
と
あ

わ
せ
て
「
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
環
境
美
化
の
推
進
と
地

域
の
清
掃
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

︿
対
象
品
目
﹀

　

一
般
家
庭
か
ら
回
収
さ
れ
た
新

聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
チ

ラ
シ
類
、
空
き
缶
類
（
金
属
類
）、

空
き
瓶
類
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
資
源
物

︿
補
助
金
額
﹀

　

集
団
回
収
し
た
重
量
１
㎏
に
つ
き

５
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額

※
補
助
金
の
交
付
申
請
に
は
、
古
紙

回
収
業
者
な
ど
の
「
買
い
上
げ
証

明
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

下
記
の
表
は
、
平
成
25
年
度
の
資

源
物
集
団
回
収
事
業
の
実
績
で
す
。

平
成
25
年
度
の
ご
み
処
理
経
費
節
減

費
を
算
出
す
る
と
、
１
０
，７
２
５

千
円
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
も
の

を
、
資
源
物
と
し
て
出
す
だ
け
で
こ

れ
だ
け
の
経
費
節
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
同
時
に
ご
み
の
減
量
化

に
も
つ
な
が
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
環
境
へ
の
影

響
も
軽
減
で
き
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
を
す
す
め
、
さ
ら

に
は
、
地
球
環
境
に
も
や
さ
し
い
地

域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

神埼町 千代田町 脊振町 神埼市

登録団体数 65 14 1 80 

実施団体数 29 10 1 40 

回収重量（t） 218 113 15 346 

補助金交付額（千円） 1,093 565 73 1,731 

ｔ当り交付額（円） 5,000 5,000 5,000 5,000 
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「
神
埼
市
環
境
研
修
会
」が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
25
日
に
、
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー

ル
で
「
神
埼
市
環
境
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
、
市
民
約
２
０
０
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
有
明
海
の
海
を
守
る
山
と
川

～
神
埼
市
の
環
境
保
全
～
」
と
題

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
有
明
海
ぐ
る
り

ん
ネ
ッ
ト
の
竹
下
康
彦
氏
の
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
森
を
育
て
る
こ
と
が
、
海
を

素
晴
ら
し
い
「
宝
の
海
」
に
変
え

る
こ
と
。
山
と
海
を
つ
な
ぐ
「
河

川
の
力
」。
ま
た
、
有
明
海
の
幸

を
め
ぐ
る
江
戸
時
代
か
ら
の
争
い

の
歴
史
。
野
鳥
や
植
物
の
こ
と
。』

な
ど
た
く
さ
ん
の
話
題
に
つ
い

て
、
脊
振
山
か
ら
城
原
川
、
有
明

海
ま
で
の
環
境
保
全
と
自
然
保
護

を
軸
に
話
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
環
境
や
自

然
問
題
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と

な
る
研
修
会
で
し
た
。
今
回
の
講

演
会
を
契
機
に
、
家
庭
や
地
域
か

ら
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
来
年
も
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

〈
知
っ
て
お
き
た
い
３
Ｒ
〉

　

大
量
生
産
、
大
量
消
費
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
り
、

処
理
で
き
な
い
ほ
ど
の
廃
棄

物
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
ご
み
を
埋
め
立

て
る
場
所
が
不
足
し
た
り
、

石
油
な
ど
の
資
源
の
枯
渇
も

心
配
さ
れ
る
な
ど
、
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
環
境
に
も
多

く
の
問
題
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
や
酸
性

雨
、
公
害
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
な
ど
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で
は
、

こ
れ
ら
の
環
境
問
題
が
改
善

さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
市
民
み
ん
な
で

�

ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
〉

　

７
月
７
日
（
月
）
の
七
夕
の
日
は
、

ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
と
し
て
、
県
内

一
斉
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
の
実
施
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
環
境
省
の
呼
び
か
け

で
、
日
常
生
活
の
中
で
、
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
の
実
践
の
契
機
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
３
年

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
に

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
実
施
し
た
の
は

全
国
で
、
１
万
８
，３
５
７
箇
所
で
、

削
減
消
費
電
力
量
は
、
３
２
万
９
，

４
５
１
・
５
０
k
W
h
、
C
O
2
排

出
削
減
量
は
、
約
１
６
８
ｔ
マ
イ
ナ

ス
（
約
１
万
１
，５
０
０
世
帯
の
一

日
当
た
り
の
C
O
2
排
出
量
に
相

当
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で
の
２
時

間
程
度
、
各
家
庭
の
一
斉
消
灯
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

夜
空
の
天
の
川
を
見
な
が
ら
、
地

球
環
境
の
こ
と
を
考
え
る
絶
好
の
機

会
で
す
。

　

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、「
３
Ｒ
」

の
考
え
方
で
す
。
３
Ｒ
と
は
、
Ｒ
ｅ

ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
Ｒ
ｅ

ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）、
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ

ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
３
つ
の

Ｒ
の
総
称
で
す
。

　

こ
の
３
Ｒ
を
推
進
し
、「
循
環
型

社
会
」
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
壊
れ
た
物
を
す
ぐ
に

捨
て
て
し
ま
わ
ず
、
修
理
し
て
使
う

な
ど
皆
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

し
尿
収
集
の
休
業
期
間

　

土
・
日
曜
日
は
、
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
が
休
日
の
た
め
、

し
尿
の
汲
み
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
８
月
13
日
（
水
）
～

17
日
（
日
）
は
、
し
尿
収
集
業

務
を
休
業
し
ま
す
。

　

お
盆
前
は
、
し
尿
収
集
業
務

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
予
約

は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

事業者 電話番号 お盆前収集の
予約期限

蓮池衛研 ☎４４- ４１１１

８月１日（金）三神清掃社 ☎５２- ３７０６

環整工業 ☎５２- ２７１８

再生利用

再使用

排出抑制

資源として再び利用する

くり返し使う

ごみの資源ももとから減らす

・資源として分別する

・リサイクルされた製品

　を買う

・リサイクルショップを
　利用する
・繰り返し使える、リタ
　ーナブル容器のものを
　使う

・ごみになるようなもの

　を買わない

・長く使える製品を買う

リ サ イ ク ル
R e c y c l e

R e u s e
R e d u c eリ ュ ー ス

リ デ ュ ー ス
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健 康

はじまりました、住民総合健診！
　今年度の住民総合健診は、例年より早く、6月・7月・8月に開催しています。住民総合健診では、神埼市国
保特定健診・後期高齢者健診・若年健診・各種がん検診・肝炎ウイルス検査・歯とお口の健診を受けることが
できます。
　今年度は、神埼市中央公民館改修工事のため、神埼会場は「神埼中央公園体育館」となっています。
　また、7月3日・7日は子宮頸がん検診がありませんので、ご注意ください。

開催場所 日　　　　　　程 受付時間
神　埼

中央公園体育館
７月 1（火）・２（水）・３（木）・４（金）※

　　 6（日）・７（月）・８（火）
８：30 ～ 10：30

千代田町
保健センター

７月30（水）・31 （木）
８月  1（金）・３（日）・４（月）・５（火）・６（水）

※７月４日(金)は夜間健診も行います。受付時間は18:00 ～ 19:30です。（胃がん検診はありません。）
　例年、夜間健診は比較的待ち時間が少ないようです。ぜひご利用ください。
※子宮頸がん検診の検診開始は9：45から、夜間は18：30からですが、受付は上記時間内に済ませてください。

　結果説明会では、保健師・管理栄養士が皆さまの健診結果について、個別にご説明します。
　医療機関を受診する必要があるか、生活習慣の改善のポイントなどの相談もお受けしていますので、
ぜひご参加ください！
　会場や受付時間などの詳細は、住民総合健診当日にお配りしたチラシをご確認ください。
※該当の説明会日程以前にご来場いただいても、結果が届いておらず、お返しすることができません。
　日程をご確認の上、ご参加をお願いします。

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

健診(がん検診を除く)結果は、「結果説明会」で、個別に説明し、お渡しします。
がん検診の結果は、約1ヶ月程かかります。検査機関から届き次第、早急にお送りします。

会　場 対　象 受診日 説明会日程 受付時間

脊振公民館
脊振会場で

住民総合健診を
受けた方

6月26日(木) 7月14日(月)
9：30 ～
11:00

6月27日(金) 7月15日(火)

6月28日(土) 7月16日(水)

神埼町
保健センター

神埼会場で
住民総合健診を

受けた方

7月1日(火) 7月17日(木)

9：30 ～
11:00

7月2日(水) 7月18日(金)

7月3日(木) 7月22日(火)

7月4日(金) 7月23日(水)

7月6日(日) 7月24日(木)

7月7日(月) 7月25日(金)

7月８日(火) 7月28日(月)

　また、がん検診についても、結果や医療機関受診等、ご不明な点、相談したいこと等ありましたら、下
部の問い合わせ先までご連絡ください。

いのちをむすぶ、支えあい～献血～
あなたの善意を待っている人がいます。

【日時】７月24日（木）9:00 ～ 11:30　　　　　　　【会場】脊振公民館
　献血バスでは400mℓ献血をお願いしています。400mℓ献血ができるのは、
17 ～ 69歳※の男性または18 ～ 69歳※の女性で、体重50kg以上の方です。
※65歳以上の方は60 ～ 64歳の間に献血を経験された方に限られます。
◎問い合わせ　佐賀県赤十字血液センター　☎32-1011



7 市報かんざき 2014. ７月号

　
　

神
埼
市
青
少
年
育
成
だ
よ
り

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

　
　
　
（
神
埼
市
役
所　

社
会
教
育
課
）
☎
４
４ｰ

２
７
３
１

　

５
月
31
日
（
土
）、「
神
埼
市
青

少
年
育
成
市
民
会
議
総
会
」と「
神

埼
市
子
ど
も
安
全
・
安
心
ア
ピ
ー

ル
集
会
」
を
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
総
会
」
で
は
、
平
成
25
年
度

の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
、
26
年

度
の
事
業
や
予
算
の
審
議
な
ど
が

行
わ
れ
、「
ア
ピ
ー
ル
集
会
」で
は
、

市
内
で
長
年
見
守
り
活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
３
名
の
方
々
に
会

長
（
市
長
）
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
千
代
田
東
部
小
学
校
見

守
り
隊
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
最
後

に
、
お
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、
手

を
取
り
合
い
な
が
ら
、
学
校
と
地
域

が
連
携
し
て
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

こ
と
を
誓
っ
た
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
、
宣
言
し
ま
し
た
。

主な活動

神埼市四か条の誓い

郷土の文学者の本を贈呈ボランティア活動の呼びかけ

・市内各小学校の入学式で下村湖
人の『次郎物語１』を小学１年
生全員に贈呈しました。

・総会後『吉田絃二郎の童話集』
を同じく市内の小学１年生全員
に贈呈しました。

・読書の習慣が培われるよう家庭
でも活用してください。

・「神埼の偉人35」の活用をして
ください。

　『ふれあいボランティアパス
ポート』の活動に参加して、地域
の美化活動などへの積極的な参加
を呼びかけます。
　子どもたちはそれぞれに『ボラ
ンティアパスポート』を持ってい
ますので、家庭でも活用するよう
に声をかけてください。

みんなで意識をもって、取り組ん
でいきましょう。

平成26年度　神埼市青少年育成市民会議事業計画

重　点　目　標 事　業　名 内　　　容

1．青少年の自主性や
社会性の伸長と自
立の促進

2．青少年が健やかに
育つための教育機
能の充実強化と
親・大人・社会の
意識啓発の促進

3．地域に密着した育
成活動の促進

4．青少年の非行防止
と社会環境の浄化

　・整備促進

5．市民会議の基盤
　  づくり

体験活動の場作り事業の支援

青少年のボランティア活動
の支援

郷土出身の文学者、歌人の
作品紹介
郷土の偉人紹介
神埼市中学生サミット会議
青少年の主張大会事業
青少年の規範意識の向上

「家庭の日」運動の推進

「ノーテレビデー」運動の推進

「早寝・早起き・朝ごはん｣運動
の推進
「子ども安心安全まちづくりアピール集会」

地区子育て懇談会事業

神埼市四か条の誓い

｢青少年だより｣の発行

子どもクラブ活動助成
子どもまつり
市内一斉美化活動参加
ボランティアパスポートの活用
下村湖人『次郎物語』｣と
吉田絃二郎童話集
服巻紫浪の短歌
　伊東玄朴、徳川権七、實松元林等
三中学校生徒会役員合同会議
小・中・高・大・一般
私は守ります運動

「家庭の日｣（第 3日曜日）
毎月 1日（脊振），毎月15日（神埼）
毎月23日（千代田）
家族団らん、読書（家読）

市民への広報、内容の充実

講話、情報交換
春季、夏季、冬季休業中

パトロール活動
腕章、ベストの配布

きちんとした生活リズム
充分な睡眠
食育への取り組み

｢地域のおじさん、おばさん｣運動

夏の子ども、若者育成支援強調月間
全国子ども、若者育成支援強調月間
子ども・若者育成支援、非行防止県民大会
子どもと親の携帯・インターネット講演会
県内一斉地域環境点検活動
協力店加入の要請

総会・常任理事会・理事研修会
ＰＴＡ・老人会・婦人会・各種団体
個人・団体加入促進

全地区
地域の重点実践目標
幼保園児、小中学生の全家庭及び
公民館等に配布

青少年育成講演会
地区巡回指導

｢大人が変われば子供が変わ
る｣運動の推進

青少年健全育成・非行防止運動

県民会議主催事業への参加

運営会議等の開催
関係機関、団体との連携
賛助会員募集

社会環境点検活動並びに
｢青少年サポート協力店」運動
の展開

子どもの安全確保のための
パトロール
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各課からのお知らせ

　
　

65
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ　

平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
５

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

介
護
保
険
料
は
40
歳
以
上
の
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
年
齢
に
よ
り
納
付
の
方
法
が

異
な
り
ま
す
。
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
方
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
と

合
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
き
、
65

歳
以
上
の
方
は
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
ま
た
は
普
通
徴
収
（
納

付
書
・
口
座
振
替
）
で
佐
賀
中
部

広
域
連
合
へ
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
平
成
26
年
度

の
介
護
保
険
料
は
、
す
で
に
仮
徴

収
し
て
い
ま
す
が
、
６
月
に
確
定

し
た
住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に

基
づ
き
、
平
成
26
年
度
の
年
額
保

険
料
を
決
定
し
ま
す
。

　

決
定
し
た
保
険
料
の
通
知
書
は

7
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

納め方は特別徴収と普通徴収の２通りに分かれます

　老齢・退職・障害・遺族年金を年額18万円以上受給さ
れている方は、原則年金より天引きされます。
　すでに、４月、６月、８月（※）の徴収額（仮徴収額）
については、仮算定していますので、今回決定した金額
から仮徴収額を差し引いた残りの金額を、10月、１2月、
２月の３回に分けて年金から天引きさせていただきます。
　なお、年度途中で65歳になられた方、佐賀中部広域外
から転入された方などはおおむね６ヶ月後から天引き開
始となります。　
※８月の保険料額が変わる場合もあります。

　老齢・退職・障害・遺族年金が年額18万円未満の方、
年金をもらわれていない方、老齢福祉年金などの受給者
の方などは、納付書または口座振替で納付していただき
ます。
　すでに、４月から７月分（仮徴収額）は仮算定してい
ますので、今回決定した金額から仮徴収額を差し引いた
残りの金額を、８月から３月の８回に分けて納付してい
ただきます。　　　　　　　　　　　
　納付には納付書のほか便利な口座振替もございますの
で、ぜひご利用ください。なお、すでに口座振替ご利用
の方は引き続き、口座からの引き落としとなります。

特別徴収（年金天引き）　

普通徴収（納付書・口座振替）

　

７
月
下
旬
に
送
付
す
る
平
成
26
年

度
保
険
料
の
納
入
通
知
書
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
減
免

要
件
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方

　
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
さ
れ
る
方
）

・
平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
料
段
階

が
特
例
第
３
段
階
お
よ
び
第
３
段

階
の
方

・
平
成
25
年
中
の
す
べ
て
の
収
入

が
88
万
円
以
下
の
方
（
世
帯
員
が

ひ
と
り
増
え
る
ご
と
に
41
万
円
加

算
）

・
住
民
税
課
税
者
と
生
計
を
と
も
に

し
て
お
ら
ず
、
住
民
税
課
税
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方
（
健
康
保

険
の
扶
養
も
含
む
）

・
世
帯
全
員
の
預
貯
金
の
合
計
が
１

８
０
万
円
以
下
の
方

※
預
貯
金
額
に
は
、
国
債
・
生
命
保

険
の
返
戻
金
等
も
含
み
ま
す
。

・
居
住
用
以
外
の
活
用
で
き
る
不
動

産
が
な
い
方

●
申
請
の
方
法

　
　

必
要
書
類
［
７
月
下
旬
に
送
付

す
る
通
知
書
、
平
成
25
年
中
の

収
入
が
わ
か
る
書
類
（
年
金
の

源
泉
徴
収
票
な
ど
）、
健
康
保

険
証
、
預
金
通
帳
、
生
命
保
険

証
書
等
、
印
鑑
］
を
持
っ
て
、

高
齢
障
が
い
課
高
齢
障
が
い
係

ま
た
は
佐
賀
中
部
広
域
連
合
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
減
免
額

　
　

申
請
提
出
後
、審
査
を
行
い
、

減
免
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、

申
請
月
以
降
の
保
険
料
を
第
1

段
階
と
同
額
の
保
険
料
に
減
額

し
ま
す
。
た
だ
し
８
月
末
ま
で

に
申
請
さ
れ
た
場
合
に
限
り
４

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

減
額
し
ま
す
。

　
　

減
免
の
承
認
・
不
承
認
の
結

果
に
つ
い
て
は
決
定
後
、
通
知

し
ま
す
。

　
　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

７
月
下
旬
か
ら
介
護
保
険
料

の
減
免
申
請
の
受
付
を
始
め

ま
す
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ビジネスパソコン講習　受講生募集中！シニアワークプログラムに
チャレンジ！

お申込み・
お問合せは

受講料無料

（公社）佐賀県シルバー人材センター連合

受講対象　： ●55歳以上の雇用・就業を希望する高年齢者（パソコンで文書作成ができる方）

ビジネスパソコン講習

●ハローワークで求職登録をした方　　●受講申込書の提出が必要です。※平成26年度厚生労働省委託事業

※日程・会場は、変更になることがあります。　※趣味、教養のための申込はご遠慮ください。　※受付は原則として、開講日の2週間前までです。

TEL　0952（20）2011
FAX　0952（20）2015
連合会のホームページもご覧ください。「佐賀県シルバー」で検索

神埼市シルバー人材センター
TEL　0952（59）2227　FAX　0952（59）2273

事務系の業務に従事するために労務書類
等に関する基本的なパソコン技術及び
ワード・エクセルの基本機能を学びます。

７月30、31日
８月 １、４、５、６、７日
　　            　（７日間）

千代田町福祉センター 15

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ◎

問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

　

今
お
持
ち
の
保
険
証
（
薄
緑
色
）
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
橙だ

い

色だ
い

）
を
、
７
月
中

に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月

以
降
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、今
お
持
ち
の
保
険
証
（
薄
緑
色
）

は
、
７
月
31
日
ま
で
ご
使
用
い
た
だ
き
、

そ
の
後
は
、
市
民
課
後
期
高
齢
年
金
係
ま

た
は
各
支
所
の
総
合
窓
口
に
返
還
し
て
い

た
だ
く
か
、
裁
断
等
を
し
て
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
認
定
証
は
、
７
月
中
に
保
険

証
と
一
緒
に
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
証
の
更
新
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保

険
者
の
方
を
対
象
に
、
ご
家
庭
で
の
よ
り
良
い
生
活

支
援
の
た
め
、
健
康
づ
く
り
・
療
養
の
し
か
た
・
医

療
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
や
情
報
提
供
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
、
訪
問
健
康
指
導
事
業
（
訪
問
健
康
相
談
）

を
実
施
し
ま
す
。

※
訪
問
健
康
相
談
は
、
無
料
で
す
。

○
対
象
者

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
う
ち
、

療
養
上
の
健
康
相
談
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
方

※
対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
は
、
広
域
連
合
か
ら
個
別

に
事
業
の
ご
案
内
文
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ

認
定
証
更
新
の
お
知
ら
せ

訪
問
健
康
指
導
事
業
の
お
知
ら
せ

▼新しい保険証のイメージ（橙色）

▼認定証のイメージ（黄色）

後期高齢者医療被保険者証有効期限

被 保 険 者 番 号
住 所

氏 名 性別
生 年 月 日
資格取得年月日

交 付 年 月 日
一部負担金の割合

保 険 者 番 号

保 険 者 名

発 効 期 日

平成２７年  ７月３１日

１２３４５６７８

平成２６年  ８月  １日
平成２０年  ４月  １日

昭和　８年  ２月  ２日
平成２０年  ４月  １日

広域  太郎

佐賀市大和町大字尼寺１８７０番
地見　　　本

８４０－０２０１

佐賀県佐賀市
大和町大字尼寺１８７０番地

　　　　　　　　　　　　　広域　太郎　様

      1

男

　　　　　　　　１割

佐賀県後期高齢者医療広域連合

３ ９ ４ １ ２ ０ １ ０

【
お
願
い
】

　

新
し
い
保
険
証
（
橙
色
）
が
届
き
ま
し

た
ら
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

も
し
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合

は
、
市
民
課
後
期
高
齢
年
金
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

見　　本

交付年月日

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

被保険者番号

住 所

氏 名

生年月日

発 効 期 日

有 効 期 限

該 当 年 月 日

保 険 者 番 号

並 び に 保 険

者 の 名 称 及

び 印

長 期 入 院

適 用 区 分

者 印

保 険

被

保

険

者

これから下をきりとってください。

８４０－０２０１

佐賀県佐賀市

大和町大字尼寺１８７０番地

                          広域  太郎  様

平成２６年  ８月  １日

１２３４５６７８

佐賀市大和町大字尼寺１８７０番

地

男広域  太郎

昭和  ８年  ２月  ２日

平成２６年  ８月  １日

平成２７年  ７月３１日

               区分Ⅱ

平成２６年  ８月  １日

佐賀県後期高齢者医療広域連合

３ ９ ４ １ ２ ０ １ ０

      1

有
料
広
告

有
料
広
告
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
を
ご
存
知
で
す
か
!?

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構
佐
賀
年
金
事
務
所　

☎
３
１
‐
４
１
９
４

　
　
　
　
　
　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

◎
問
い
合
わ
せ　

九
州
電
力
（
株
）
佐
賀
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
３
０
３

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
手

続
き
に
よ
っ
て
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
（
下
記
の
３

種
類
）
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将
来
の

「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
「
障

害
基
礎
年
金
」、「
遺
族
基
礎
年
金
」
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
、

保
険
料
を
納
め
る
か
、
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
免
除
・
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合

と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
る
の
で
、
免
除
等

の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認
さ

れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
等
期
間
に
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
、
３
年
以
上
前
の
免
除
等
期
間
の

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
離
職
者
な
ど
は
、
所
得
に
関
係
な
く
該
当
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
一
部
免
除
（
一
部
納
付
）
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期

間
に
つ
い
て
、
一
部
納
付
保
険
料
を
納
付
し
な
い
場

合
は
、「
未
納
期
間
」　

と
な
り
ま
す
。

１
．
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

２
．
保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
ヶ

月
前
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
等
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
生

納
付
特
例
も
同
様
で
す
。

①全額免除・一部免除
申請

　（４分の１免除・半
額免除・４分の３免
除）

　本人・世帯主・配偶者の前年所得
が一定額以下の場合には、申請後に
承認されると保険料の納付が全額免
除または一部免除になります。
(承認期間は７月から翌年６月まで
です)

②若年者納付猶予申請

　30歳未満の方で本人・配偶者の前
年所得が一定額以下の場合には、申
請後に承認されると保険料の納付が
猶予されます。
(承認期間は７月から翌年６月まで
です)

③学生納付特例申請

　学生の方で本人の前年所得が一定
額以下の場合には、申請後に承認さ
れると保険料の納付が猶予されます。
(承認期間は４月から翌年３月まで
です)

節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら
９
月
30
日
（
火
）

の
平
日
（
８
月
13
日
か
ら
15
日
を
除
く
）

下
記
の
時
間
帯
に
お
い
て
、
生
活
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
の
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
室
温
28
℃
を
心
が
け
る
！

※
設
定
温
度
を
２
℃
上
げ
た
場
合
。

　

節
電
効
果
（
削
減
率
）
➡
10
％

○
「
す
だ
れ
」
や
「
よ
し
ず
」
な
ど
で
窓

か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る
！

※
エ
ア
コ
ン
の
節
電
に
な
り
ま
す
。

　

節
電
効
果
（
削
減
率
）
➡
10
％

ご
家
庭
に
お
け
る
取
組
み
事
例

※特に気温が高く電力使用がピークに達する時間帯（平日13 ～
17時）については、生活や健康に支障のない範囲で可能な限り、
節電にご協力をお願いします。

生活に
支障のない

範囲での節電
重点的な節電

特に
重点的な

節電

生活に
支障のない

範囲での節電

９時 13時 16時 17時 20時

九州電力からのお知らせ

■
台
風
時
の
停
電
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

■
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
台
風
な
ど

非
常
災
害
時
の
停
電
情
報
は
下
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
ご
登
録
い
た
だ

い
た
携
帯
電
話
に
停
電
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
い

た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

各課からのお知らせ
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浄
化
槽
設
置
申
込
み
随
時
受
付
中

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
は
お
早
め
に
!!

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
５

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　

税
務
課　

市
民
税
係　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

神
埼
市
で
は
、
市
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
、
浄
化
槽
（
高
度
処
理
型
）

を
皆
さ
ま
の
お
宅
に
設
置
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ト

イ
レ
を
水
洗
化
し
て
快
適
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

き
れ
い
な
水
を
流
し
て
美
し
い
豊
か

な
自
然
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
区
域
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
の
対
象
区

域
は
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

◦
脊
振
町
全
域

◦
千
代
田
町
全
域

◦
神
埼
町
内
の
下
水
道
（
農
業
集
落

排
水
事
業
を
含
む
）
の
計
画
区
域

を
除
く
区
域

◆
申
込
み
に
つ
い
て

　

申
込
み
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
新
築
、
増
築
等
の
工
事
着
工

3
ヶ
月
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
役
所
下
水
道
課
お
よ
び
各
支
所
窓

口
に
用
意
し
て
い
る
申
請
書
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
の

場
合
、
設
置
ま
で
に
期
間
を
要
し
ま

す
の
で
、早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
使
用
料
に
つ
い
て
、

　

浄
化
槽
設
置
後
は
、
毎
月
使
用
料

を
頂
き
、市
が
維
持
管
理
を
し
ま
す
。

使
用
料
は
、
基
本
料
金
と
人
数
割
で

決
定
し
ま
す
。
基
本
料
金
は
設
置

す
る
浄
化
槽
の
大
き
さ
で
異
な
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
４
人
家
族
で
５
人
槽
を

使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
３
，

７
８
０
円
に
な
り
ま
す
。

※
使
用
料
の
徴
収
は
、
東
部
水
道
企

業
団
が
上
水
道
と
合
わ
せ
て
行
い

ま
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
へ

　

対
象
区
域
で
既
に
個
人
で
合
併
処

理
浄
化
槽
（
た
だ
し
50
人
槽
以
下
の

も
の
）
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、

浄
化
槽
本
体
を
市
に
寄
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
的
に
保
守
点
検
さ

れ
、
正
常
な
機
能
を
維
持
し
て
い
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

※
寄
付
さ
れ
た
後
は
、
毎
月
使
用
料

を
頂
き
、
市
が
次
の
維
持
管
理
費

を
負
担
し
ま
す
。

・
定
期
の
保
守
点
検
や
薬
品
の
補
充

費

・
年
１
回
の
汚
泥
引
き
抜
き
清

掃
費

・
年
１
回
の
法
定
検
査
費

・
ブ
ロ
ワ
の
修
繕
費
な
ど

市民の皆さま（使用者）が負担する経費

①トイレの水洗化に係る経費および家屋の増改築工事費
②トイレ・台所・風呂場などから流入桝までの配管工事費および放流配

管工事費
③電気・水道工事費
④市標準工事以外の特殊工事費（５m以上の排水管、強化蓋、ポンプ、

コンクリート・アスファルト処分、仮設費、樹木などの撤去費用）
⑤使用者の原因による破損などの補修に必要な経費
⑥分担金　　⑦　浄化槽使用料

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
低
所
得
層
及
び
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方

に
は
、
６
月
中
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
申
請
書
同
封
の
通
知
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

○
申
請
期
間　

７
月
２
日
（
水
）
～
９
月
30
日
（
火
）　

※
入
院
な
ど
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

○
申
請
期
間

　

９
月
16
日
（
火
）
ま
で

※
入
院
な
ど
、
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

　

住
民
税
に
つ
い
て
未
申
告
の
方

は
、
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
判
断

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
後
、
福

祉
課
ま
で
お
申
し
出
い
た
だ
き
、

対
象
と
な
る
方
に
は
申
請
書
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
申
請
期
間
内
に
申
請

で
き
る
よ
う
、
お
早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

第２次行政改革の取り組みをお知らせします第２次行政改革の取り組みをお知らせします
　市では、平成24年３月に策定した第２次神埼市行政改革大綱と改革プランに基づき、「市民志向の視点」

「行政の役割関与の見直しの視点」「民間感覚の視点」「全庁的な意識の共有化の視点」の４つの視点から行
政改革に取り組んでいます。

○収入の増加につながる財源の確保を図る主な内容
実施項目 主な取り組み内容

自主財源の確保 ・遊休地の処分等の検討により売却を、また売却が見込めない物件は賃貸借で検討を行っています。
・市報、市ホームページへの有料広告掲載募集を積極的に行っています。
・市税及び各種使用料滞納者の財産と生活実態調査を強化し、強化月間設定など差押等の滞納処分への
移行を促進しています。
・寄附金の拡充という形の「ふるさと納税」を自主財源の確保のため積極的に取り組んでいます。

○歳出の見直しで、支出削減を図る主な内容
実施項目 主な取り組み内容

市債の繰上償還 ・市債の繰上償還を実施し、後年度の公債費負担の軽減を図ります。
○歳入の確保、歳出の見直しで効果を得た財源で、拡充を行った事業

実施項目 主な取り組み内容
事務・事業の拡充 ・小・中学校ICT機器整備事業に取り組んでいます。

　平成25年度までは電子黒板導入などの先進的な教育事業を行いました。
　今年度からは中学３年生を対象に高校で必要な学習用情報端末（タブレット）を整備し、高校進学に向けた
準備を行います。また、ICT機器を利用し生徒が効率よく効果的に学習できる教育環境づくりを行います。
・小・中学生医療費助成事業に取り組みました。
　平成25年度からは対象者を従来の小学生までから中学生までへ拡充し、子どもの保健の向上及び保護
者の経済的負担の軽減、さらなる子育て支援体制の充実を図ります。

補助金等の拡充

・シルバー人材センター事業への補助
　団塊の世代が60歳を超え退職を迎える現在、「元気老人対策及び高齢者の就労対策」に取り組んでいきます。
・市民社会組織の支援
　CSO（市民社会組織）の自主活動の育成を推進するために市民活動支援事業を推進し１次募集で14団
体から申請を受け、地域活性化の取り組みを支援します。

○将来にわたって効果が期待できるもの
実施項目 主な取り組み内容

人材育成制度の
整備による職員
の資質向上

・職員の資質向上を図るため、人材育成基本方針に基づき、市民に信頼され、また地方分権及び地域主
権時代に即した人材育成に努めます。
・毎年４月・８月に「さわやかマナーかんざき実践強化月間」を実施しています。

本庁・支所の組
織機構の見直し

・窓口業務を一本化し、証明、住民票の取得等や、転入転出の際、出来るだけ１つの窓口で手続きが済むワン
ストップサービスを実現するため、総合窓口を本庁、支所に開設し、市民満足度の向上に努めています。
・平成26年４月に学校給食共同調理場を係から課に昇格させ学校給食の一層の充実に努めます。ま
た、５月には保健環境課を健康増進課と生活環境推進室に分け健康増進、母子保健分野と環境分
野に区別することで住民サービスの向上に努めます。

開かれた教育の
拡充

・子どもと親を支える支援体制づくりの一環として「地域家庭学校コーディネーター (おむすびチーム)」
を置き家庭教育支援の企画・運営を行っています。
・歴史文化芸能等の分野で，著名な講師を招聘し，子ども達が本物の芸術にふれる機会を創出してい
ます。平成25年度は８月に九州交響楽団による演奏会を実施しました。また、「子ども能楽体験事業」
では子どもたちに伝統文化を体験させ、後世への文化継承の一助となる機会として定着しています。

コミュニティ活
力の活用

・自主防災組織の設置育成（平成25年３月末：集落単位での組織設置率86.8％　121集落中105集落）
　地域の防災力を効果的に発揮するため自主防災組織の結成を推進しています。
　（日常活動での延長の地域行事等を通じ地域住民の連携を深めることが自主防災組織の活動です）
・CSO（市民社会組織）の推進
　「市内ＣＳＯネットワーク」の活動支援、人材育成、並びに団体相互の交流を図り、地域の課題解決
や活性化を図っていきます。
・歴史まちづくり遺産登録制度による地域資源の活用の推進
　市内各地に伝承されている祭行事や年中行事、鳥居や石仏などの歴史文化遺産の登録を推進し、その
保存活用による地域おこしを図っていきます。

◎問い合わせ　　政策推進室　政策推進班　　☎37-0121

　これまで、行政改革の取り組みの中で、組織の効率化、スリム化、人件費の削減、事務事業の見直しな
ど経費の低減に取り組んできたところです。
　今後も第２次行政改革大綱に基づき、さらなる行政運営の効率化を目指して、市民の皆さまの理解と協
力を得ながら全職員が一丸となって行政改革に取り組み市民満足度の向上に努めてまいります。
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王
仁
博
士
の
生
誕
地
を
訪
ね
て
―
　「
訪
問
団
員
」
募
集
！

　

神
埼
市
で
は
、
神
埼
町
竹た

か

原わ
ら

地
区
に
あ
る
「
王わ

仁に

天

満
宮
」
が
「
王
仁
博
士
」
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
、
こ
れ
ま
で
王
仁
博
士
の
生
誕
地
で
あ

る
大
韓
民
国
霊
岩
郡
を
訪
問
し
、
ま
た
、
霊
岩
郡
か
ら

の
訪
問
団
の
受
け
入
れ
な
ど
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

竹
原
の
「
王
仁
天
満
宮
」
と
日
本
に
初
め
て
漢
字
を

伝
え
た
と
さ
れ
る
王
仁
博
士
と
の
関
連
性
に
着
目
し
、

王
仁
博
士
の
顕
彰
を
図
る
た
め
、
王
仁
博
士
の
生
誕
地

で
あ
る
韓
国
霊
岩
郡
生
誕
地
史
跡
訪
問
事
業
を
行
い

ま
す
。

　

日
本
に
漢
字
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
王
仁
博
士
を

も
っ
と
知
る
た
め
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
程　

８
月
１
日
（
金
）
～
３
日
（
日
）〈
２
泊
３
日
〉

○
旅
程
（
※
交
通
手
段
…
航
空
機
、
貸
切
バ
ス
）

　
（
１
日
目
）
神
埼
市
役
所
～
福
岡
空
港
（
航
空
機
）

　
　
　
　
　
　
　

～
釜
山
金
海
空
港
～
霊
岩
郡
庁
～
木
浦
泊

　
（
２
日
目
）
王
仁
博
士
遺
跡
～
羅
州
映
像
テ
ー
マ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

～
光
州
市
内
観
光
～
光
州
市
内
泊

　
（
３
日
目
）
光
州
市
～
麗
水
市
～
釜
山
金
海
空
港
（
航
空
機
）

　
　
　
　
　
　
　

～
福
岡
空
港
～
神
埼
市
役
所

○
募
集
対
象　

原
則
小
学
生
以
上

○
応
募
締
切
日　

７
月
14
日
（
月
）

○
旅
行
代
金　

 

（
２
人
部
屋
の
場
合
）
１
人 

６
８
，０
０
０
円

　

※
神
埼
市
観
光
協
会
か
ら
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　

※
７
月
16
日
（
水
）
に
参
加
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
募
集
定
員　

40
人

王
仁
博
士
と
は
…
？

　

王
仁
博
士
（
生
没
年

等
不
詳
）
は
、古
事
記
、

日
本
書
紀
等
に
よ
れ

ば
、
応
神
16
年
に
応

神
天
皇
の
招
聘
に
よ

り
来
日
し
、
論
語
10
巻
と
千
字
文
１
巻
を
献
上
し
た
と
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
初
め
て
漢
字
と
儒
教
を
伝
え
た
人
物
で

あ
る
と
さ
れ
、『
古
事
記
』
で
は
「
和わ

邇に

吉き

師し

」、『
日
本
書
紀
』

で
は
「
王
仁
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

、
新し

ん

撰せ
ん

姓し
ょ
う

氏じ

録ろ
く

に
も
、
王
仁
博
士
に
関

す
る
記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
観
光
協
会
事
務
局
（
神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課
内
）　

☎
３
７

－

０
１
０
７

鰐
大
明
神
と
王
仁
天
満
宮

　

神
社
の
創
建
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正
面
の
鳥

居
は
元
禄
12
年
（
１
６
９
９
年
）
に
氏
子
三
村
か
ら
寄
進

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

御
祭
神
と
し
て
鰐
大
明
神
と
熊
野
三
社
が
祭
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
渡
海
者
の
安
全
を
祈
願
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
当
社
に
は
王
仁
天
満
宮
と
刻
ま
れ
た
小
さ

な
石
祠
も
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

王
仁
と
い
う
の
は
応
神
天
皇
に
招
か
れ
て
百
済
か
ら
多

く
の
技
術
者
集
団
を
つ
れ
て
渡
来
さ
れ
た
と
古
事
記
、
日

本
書
紀
等
に
記
載
さ
れ
、
日
本
に
初
め
て
漢
字
の
手
本
で

あ
る
「
千
字
文
」
と
儒
教
の
原
典
で
あ
る
「
論
語
」
を
伝

え
た
王
仁
博
士
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

王
仁
博
士
の
一
行
は
朝
鮮
半
島
の
南
西
端
に
あ
る
木
浦

の
港
か
ら
渡
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の

ど
こ
に
上
陸
さ
れ
た
か
は
記
録
も
な
く
不
明
で
す
。

　

も
し
、
吉
野
ヶ
里
の
渡
来
人
と
同
じ
く
目
の
前
の
有
明

海
か
ら
北
上
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
竹
原
地
区
付
近
に
上

陸
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
夢
は
大
き
く
ふ

く
ら
ん
で
き
ま
す
。

▲竹原地区にある
　王仁天満宮の石祠

▲王仁博士遺跡地（韓国）
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各課からのお知らせ

　

　

農
地
中
間
管
理
事
業
が
ス
タ
ー
ト
!!

６
月
議
会
開
か
れ
る

◎
問
い
合
わ
せ　

農
政
水
産
課　

農
政
企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
７

　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
８

　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
農
業
公
社　
　
　
　
　

☎
２
６
‐
９
５
０
３

◎
問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

財
政
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
１

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
佐
賀
県
農
業
公
社
（
農
地
中
間
管
理
機

構
と
し
て
佐
賀
県
か
ら
指
定
）
が
、
農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る

方
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
て
、
経
営
規
模
の
拡
大
や
農
地
の
集
約
化
を

図
ろ
う
と
す
る
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
地
の
有
効

利
用
や
地
域
の
農
地
利
用
の
効
率
化
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
６

日
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
19
日
間
開

か
れ
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
な
ど
18
件
の
議
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
11
億
４
，５
９
０
万
８

千
円
を
追
加
。
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
１
４
６
億
５
，１
９
０
万
８
千

円
と
し
、
前
年
度
同
時
期
と
比
べ
１

０
億
８
，４
３
４
万
６
千
円
（
８
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

◆
骨
格
予
算
に
肉
付
け

　

26
年
度
当
初
予
算
は
、
４
月
に
市

長
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

た
た
め
、
経
常
的
経
費
や
継
続
事
業

を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
補
正
で
、
投

資
的
経
費
な
ど
政
策
的
経
費
を
肉
付

け
し
た
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
歴
史
文
化
遺

産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

５
４
６
万
１
千
円
を
計
上
。
既
存
の

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
基
盤

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
対
応
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
構
築
し
、市
内
で
散
策
・
探
訪
す
る

際
の
利
便
性
を
図
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
整
備

事
業
に
１
，９
９
６
万
８
千
円
を
計

上
。「
王
仁
博
士
」
の
顕
彰
を
通
じ

て
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
な
ど
市
内

観
光
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

視
野
に
入
れ
、
公
園
整
備
に
係
る
基

本
設
計
及
び
実
施
設
計
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

国
保
診
療
所
特
別
会
計
で
は
、
内

【
農
地
の
借
り
受
け
希
望
者
の
公
募
】

○
借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
方

　

 

借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

公
社
が
毎
年
２
回
募
集
を
行
い
ま
す

の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
本
年
度
の
第
１
回
目
の
募
集
は
、
７

月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
行
い
ま
す
。

・
募
集
要
項
は
、
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
http://saga-agri.o

r.jp/

○
貸
し
付
け
希
望
の
申
し
出

　
　

農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
神
埼
市
役
所
（
農
政
水
産
課

ま
た
は
農
業
委
員
会
）
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

・
公
社
が
借
り
入
れ
る
農
地
は
、
担
い

手
が
活
用
で
き
る
農
地
を
対
象
と
し

ま
す
。

・
一
定
の
用
件
を
満
た
せ
ば
、
機
構
集

積
協
力
金
の
交
付
対
象
に
な
り
ま
す
。

県

農地を貸したい
農家など

借り受け 貸し付け

農地を借りたい
農家など

佐賀県農業公社
（農地中間管理機構）

ＪＡなど神埼市

連 携

　 ●補正予算の主な新規事業 � （単位：千円）

事業名 補　正
予算額 事業の内容 担当課

ホームページ
更新業務委託 7,128

更新・修正などが簡単に行えるＣ
ＭＳ方式にシステムを刷新するこ
とで、情報提供の迅速化と利便性
の向上を図る。

市長公室
☎37－0088

映像型シティ
プロモーショ
ン事業

4,968

市をＰＲする動画を作成し、市内
の歴史・観光資源を県内外へ広く
情報発信する。また、作成した動
画は市ホームページへの掲載・観
光宣伝活動に活用する。

市長公室
☎37－0102

健康増進健康
診査事業（毎
日健診）

829

健診受診率の向上を図るとともに、
健康で豊かな生活を営むため、住
民総合健診未受診者を対象に、検
査機関における健診を実施する。

健康増進課
☎51－1234

電気自動車等
急速充電設備
設置事業

13,620

ＥＶ車やＰＨＶ車に対応した急速
充電設備を市内幹線道路沿いに２
箇所設置し、環境に配慮した社会
整備に取組む。

生活環境
推進室
☎37－0112

小規模農業用
施設整備事業 60,000

小規模な農業用施設（農業用水路
等）の整備を行い、施設の機能向
上及び施設管理の負担軽減を図る。

農政水産課
☎37－0117

中学校教育Ｉ
ＣＴ振興事業 

（学習用情報
端末）

87,857

市内中学３年生に対して、学習用情報
端末（タブレット）を１人１台導入し、
ＩＣＴ教育への対応力の推進と電子
黒板と連動することで、きめ細かな学
習指導により学力向上を図る。

学校教育
総務課
☎44－2296

視
鏡
及
び
ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
装
置
な
ど

の
医
療
用
機
械
器
具
購
入
費
と
し
て
９

８
９
万
２
千
円
を
計
上
し
、
適
正
な
医

療
確
保
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
心
市
街
地
の
拠
点
整

備
事
業
（
門
前
広
場
基
本
設
計
測
量
業

務
委
託
料
）
に
２
４
６
万
３
千
円
、
国

営
千
代
田
西
１
号
線
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
に
２
億
６
，９

７
９
万
６
千
円
を
計
上
す
る
な
ど
、
市

の
将
来
の
発
展
に
効
果
の
あ
る
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
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『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を
!!

◎
問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室

　

秘
書
広
報
係
☎
３
７
‐
０
０
８
８

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
改
善
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安

心
な
社
会
を
築
く
に
は
、
犯
罪
や

非
行
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人

た
ち
の
意
欲
を
認
め
、
地
域
社
会

の
中
に
受
け
入
れ
、
見
守
り
、
支

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

７
月
に
は
地
域
で
様
々
な
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
広
報
】

○
と
き　

７
月
６
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園

　

東
口
「
吉
野
ヶ
里
夢
ロ
マ
ン

軽
ト
ラ
朝
市
」

　

会
場

　
　

　
　

市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す
！

～
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業
～

市
へ
の
ご
意
見
に
対
す
る
回
答

◎
問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室　

企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
４
４
‐
２
２
９
６

一
般
活
動
の
追
加
募
集

　

市
で
は
、
市
民
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的

か
つ
公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
４
月
30
日
ま
で
募
集
を
行
い
、

書
類
審
査
の
結
果
、
９
団
体
に
補
助
金
交
付
決

定
を
行
い
ま
し
た
。
交
付
決
定
を
受
け
た
各
団

体
で
は
、
地
域
の
活
性
化
及
び
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
す
る
公
益
性
の
あ
る
活
動
を
展
開

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

募
集
件
数　

６
件
程
度

募
集
期
限　

７
月
25
日
（
金
）

連
携
活
動
の
募
集

　

市
で
は
、
市
民
活
動
の
よ
り
一
層
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
市
民

活
動
（
一
般
活
動
）
へ
の
支
援
に
加
え
て
、
複

数
の
団
体
・
地
域
が
連
携
し
て
実
施
す
る
活
動

や
、
市
内
外
か
ら
の
来
訪
者
と
地
域
を
越
え
た

地
域
間
相
互
の
交
流
促
進
を
図
る
活
動
等
（
連

携
活
動
）
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

募
集
件
数　

２
件
程
度

募
集
期
限　

７
月
25
日
（
金
）

※
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
ご
意
見
の
内
容

　

平
成
26
年
度
の
６
月
補
正
予
算
で
、
市
内
中
学
校
へ

の
学
習
用
情
報
端
末
（
以
下 

タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
導
入

経
費
を
計
上
し
て
あ
る
が
、
必
要
な
い
と
思
う
。

○
回
答

　

高
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
た
め
、
高
校
入
学
時
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
法
な
ど
で
悩
む
生
徒
が
で
な
い
よ
う

に
、
早
い
段
階
か
ら
慣
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
あ

く
ま
で
も
教
材
の
一
部
と
し
て
考
え
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
も
の
を
す
る
時
や
、
実
験
を
す
る

時
間
が
な
い
と
き
に
、
そ
の
内
容
を
映
像
で
見
た
り
す

る
時
な
ど
に
使
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
加
え
、
電
子
黒
板
や
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
教
材
・
教
具
が

開
発
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
児
童
生
徒
に
効
率
よ
く
、
ま
た
効
果
的
に
き
め

細
か
な
学
習
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

21
世
紀
を
生
き
る
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
今
後
の
国

際
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
操
作
能
力

は
必
要
な
ス
キ
ル
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

有
料
広
告

有
料
広
告
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る
。」
な
ど
有
意
義
な
お
話
に
参
加
者

は
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
５
つ
の
事
業
計
画
を
柱
に

　

今
年
も
、
神
埼
市
男
女
共
同
参
画

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
神
埼
市
の

委
託
を
受
け
て
５
つ
の
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

○
講
演
会

○
先
進
地
視
察
研
修

○
男
性
の
料
理
教
室

○
女
性
の
た
め
の
相
談
室

○「
あ
り
が
と
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
募
集
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
配
布

　　
「
あ
り
が
と
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

は
、
11
月
14
日
を
「
あ
り
が
と
う

デ
ー
」
に
設
定
し
、
市
民
み
ん
な
が

自
分
の
周
り
の
人
た
ち
に
感
謝
の
気

持
ち
を
こ
と
ば
で
伝
え
る
日
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
神
埼
市
全
体
に
広
ま
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

カ
ー
ド
は
、
文
化
祭
や
元
気
祭
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
、
各
施
設
の

窓
口
に
も
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
自

由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

各
事
業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、「
市
報
か
ん
ざ
き
」
や
、
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
17
日
、
男
女
共
同
参
画
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会
を
神
埼
市

役
所
で
開
催
、
48
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
講
師
は
、
田
口
香
津
子
さ

ん
（
佐
賀
女
子
短
期
大
学
教
授
）
で
、

こ
の
４
月
に
女
性
初
の
副
学
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
女
も
男
も　

幸
せ
に

生
き
る
た
め
に
」
と
い
う
演
題
で
、

講
師
ご
自
身
の
今
日
に
至
る
ま
で
の

貴
重
な
体
験
や
取
り
組
み
を
、
具
体

的
に
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。　
　

　

被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀

V
O
I
S
S
（
ボ
イ
ス
）
の
設
立
を

は
じ
め
、数
々
の
ご
活
躍
の
原
点
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
厳
し
い
家
庭
環
境
、

理
不
尽
な
嫁
ぎ
先
で
の
生
活
に
あ
り

ま
し
た
。

　

父
は
、
事
業
に
失
敗
、
障
が
い
児

の
弟
の
世
話
と
家
事
を
し
な
が
ら
学

校
に
通
わ
れ
、「
女
性
は
自
立
し
な

い
と
い
け
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

女
だ
か
ら
と
大
学
進
学
反
対
の
父
親

を
説
得
、
苦
労
し
な
が
ら
、
大
学
を

卒
業
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

結
婚
最
初
の
正
月
は
、
嫁
は
、
家
族

と
同
じ
席
で
同
じ
物
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
お
話
に
心

が
痛
み
ま
し
た
。

　

身
辺
の
多
く
の
不
合
理
や
偏
見

を
少
し
ず
つ
改
善
に
導
き
、
バ
ス

ジ
ャ
ッ
ク
事
件
な
ど
大
き
な
社
会
問

題
や
家
族
の
問
題
を
き
っ
か
け
に
犯

罪
被
害
者
支
援
組
織
を
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
D
V
支
援
や
児
童
虐
待

に
つ
い
て
も
お
話
が
あ
り
、「
人
と

し
て
の
尊
厳
は
、
守
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
安
心
と
自
由
が
根
底
で

あ
り
、人
は
、安
心
感
と
自
由
を
も
っ

て
生
き
て
い
け
る
。
大
多
数
の
声
に

流
さ
れ
ず
、
自
分
一
人
で
も
意
見
が

言
え
る
人
に
な
る
。
人
生
は
や
り
直
せ

女性のための相談室 ～ どなたでも、気軽にどうぞ ～

皆さんの様々な悩みや疑問等について、一緒に考えましょう。
　神埼市男女共同参画推進ネットワークでは、今年度も神埼市の委託事業として「女性のための
相談室」を開きます。        
　性別による差別、夫婦や子どもなど家庭内の心配ごと、夫や恋人からの暴力の悩み、セクシャ
アル・ハラスメントのこと、男女問題や離婚問題、近所や職場の人間関係等々、どんな小さなこ
とでも、気軽にご相談ください。一人で悩まないで一緒に考えましょう。ご希望があれば専門機
関への紹介も行います。

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

●とき　原則として、各月の第３水曜日
●ところ　千代田支所　２階　相談室
　※相談は無料です。
　※秘密は厳守します。
◎問い合わせ　神埼市男女共同参画推進ネットワーク代表　　髙栁　☎52-4709
　　　　　　　市長公室　　秘書広報係　　☎37-0088

　
　

こ
と
ば
の
知
識　
﹁
男
女
共
同
参
画
社
会
﹂
と
は

　

男
性
も
女
性
も
す
べ
て
の
個
人
が
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
そ
の
能

力
と
個
性
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
社
会
の
こ
と

月　　日 時　　　間 月　　日 時　　　間

　８月20日（水） 13：30 ～ 16：30 11月19日（水） 13：30 ～ 16：30

　９月17日（水） 13：30 ～ 16：30 １月21日（水） 13：30 ～ 16：30

10月15日（水） 13：30 ～ 16：30 ２月18日（水） 13：30 ～ 16：30

　
　

こ
と
ば
の
知
識　
﹁
男
女
共
同
参
画
社
会
﹂
と
は
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　つまみ食い講座は５人集まれば開講（成立）します。神埼市の人材バンクボランティア講師による受講料
無料（材料費のみ実費）の体験講座です。何かを始めたい初心者のための講座です。あなたの世界を広げて
みませんか。事前申し込みが必要です。
　講座１・３の締め切りは７月10日（木）17時まで　　その他の講座は14日（月）17時まで
◎申込・問い合わせ　神埼市中央公民館　☎�53-2325　��FAX�53-4940
◎脊振公民館、千代田支所社会教育課窓口でも受け付けます。

講　座　名
（講　師）

内　　容
（実　費）

対象人数
回数

開催予定
日時・場所

１

大人のための
　　今さら英会話

（島村�芙美子さん）

英語は好きだったのに今では全く使えない。錆び
ついてしまった英語でも気軽に話せる場があった
ら…。間違えたら恥ずかしいとか心配しないで、
楽しくゲーム感覚で脳の活性化をしましょう。無
料。締切７月10日（木）17時

成人男女

10人程度

１回

７月15日（火）
10：00 ～ 12：00

脊振公民館　和室

２

やさしい
　　盆栽の作り方と
　　庭木の手入れ

（末次　學さん）

先祖から受け継いだ庭の手入れに悩んでいません
か？樹木の性質、土の作り方、剪定の時期や方法
等、基礎からゆっくり学びましょう。先々は山野
草採集や互いの庭めぐりも…。講義と実技。実費：
1,000円

成人男女

20人程度

３回

７月19日・26日・
８月２日（土）
10：00 ～ 12：00
はんぎーホール
研修室２又は１

３

子ども電波教室
ＴＲラジオの製作

佐賀県電波適正利用推
進員協議会
（江頭�坂男さん）

夏休みの自由研究にぴったり。高感度ＩＣ+ＴＲ
ラジオ工作キットでＡＭ放送を受信しよう。電波
にも詳しくなれるよ。対象は小学３年生～６年生
ですがハンダごてを使うのでできるだけ保護者同
伴で。無料。
締切７月10日（木）17時　抽選後、はがき発送。

小学３年生
～６年生　

15人程度

１回限定

７月19日（土）
13：30 ～ 16：00

はんぎーホール
研修室２

４

野菜づくりを
　　はじめよう

（ＪＡ営農指導員）

今から、冬野菜づくりにチャレンジしましょう。
安心安全な家庭菜園のために、専門講師が土・肥
料の知識から植え付け、手入れ、収穫までのコツ
を伝授します。無料

成人男女

20人程度
１回

７月29日（火）
10：00 ～ 12：00

千代田庁舎２－２

５

和の心　茶道教室

裏千家専任講師
（鶴田�宗光さん）

最低限知っておきたい「和」のマナー。畳の部屋の
歩き方、お抹茶やお菓子のいただき方、懐紙の使い
方…。脊振の小川のせせらぎを聴きながら、日本伝
統文化の良さを味わいましょう。実費：400円

子どもから
大人まで　
15人程度

１回

７月30日（水）
10：00 ～ 12：00

脊振公民館　和室

　申込者多数の場合は、抽選により受講者を決定します。成立した講座の申込者には、改めてはがきで準備物等を
お知らせします。抽選漏れの場合と、残念ながら講座が成立しなかった場合は、電話でご連絡します。

キリトリ線
☆申込書　　脊振公民館・神埼市中央公民館・千代田支所社会教育課へ

講　座　名 名　　前 住　　　所 電　　話

☆提案します
わたしは、こんな講座ができる。（講座名　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　　　　）

県民カレッジ対象講座

第21弾！
７月～
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月 日（曜） 内　　　容 場　　所

７月
13日（日） 吉村春生先生を囲んで座談会

（10:00 ～ 11:30）
千代田町保健センター
１階和室

15日（火） ほっとサロン
（10:30 ～ 14:30）

神埼町保健センター
１階和室

※どの会も参加は自由です。詳細は、「おむすび７月号」(脊振公民館、
　 神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。

＊学校支援
ボランティア募集！・・・お住まいの地域の学校で、草刈りなどをお手伝いくださいませんか。

◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～７月の「野菜の日」～

◆８日（火）9：00 ～
　地元特産の和菓子をおふるまい
　（先着50人）
◆18日（金）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
○新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。
○神埼麺やその他特産品の地方発送もしています。

「くねんワン」
「くねんニャン」の
ゆるキャラグッズ

販売中!!

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

菱の里ちよだ ９：00～ 16：00
（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44-6092
千代田支所　農政水産課分室
☎44-2198

地域・家庭・学校支援コーディネーター“おむすびチーム”からのお知らせ

◎問い合わせ　神埼市教育委員会おむすびチーム　☎44-2731　

「うちの子ちょっとここが心配」な
ど心に思ったことを話してみません
か。秘密厳守です。

お友だちと誘い合わせたり、実家に
立ち寄る感じで、どなたでもおこし
ください！

子育てに関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家庭教
育を応援するチームです。また、学校支援のボランティアもコーディネートしています。

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

　６月の脊振支所開催分には、８組８人が来庁されました。

◎問い合わせ　市長公室　☎37-0088

　○今後の予定

と　き と こ ろ
７月１日（火） 18：00～　　

　　20：00
神埼市役所

８月４日（月） 千代田支所

※当日は来庁順で受け付けを行います
（１組30分程度）。
※お住まいの地区に関係なくお越しい
ただけます。

※８月は日程が不規則となっています。

高取山公園「わんぱく館」

「新鮮野菜袋詰めイベント」

　地元でとれた新鮮野菜の袋詰めイベ

ントを行います。野菜の内容は、当日

店頭でお知らせします。

○期間　７月12日（土）から開始

　　　　※８月30日（土）までの土曜、

　　　　　 日曜、祝日のみ開催

○料金　 １袋100円

◎問い合わせ

　 高取山公園　

　 ☎51-9020



19 市報かんざき 2014. ７月号

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

● 

募　

集 

●

平
成
26
年
度　
　
　
　
　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
消
防
職
員

夏
休
み　

子
ど
も
寺
子
屋

○
と
き　
８
月
１
日
（
金
）

○
と
こ
ろ

　

太
良
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　

小
・
中
学
生
男
女

○
内
容　

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験

（
カ
ヌ
ー
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
マ

リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
）、
海
浜
清

掃
、
水
辺
の
環
境
学
習
、
水
辺
の

安
全
教
室
な
ど

○
募
集
定
員　

25
人
程
度

○
参
加
費

　

５
０
０
円
（
弁
当
代
込
み
）

○
参
加
申
込

　

規
定
の
申
込
書
を
社
会
教
育
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
に
あ
り
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

７
月
７
日
（
月
）
～
23
日
（
水
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
か
ら
指
導
者
が
随
行
し
、
送
迎

し
ま
す
。（
午
前
７
時
出
発
予
定
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順

と
な
り
ま
す
。

申

・
問

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

○
募
集
人
員　

６
人
程
度

○
受
験
資
格

Ａ
大
卒
程
度

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

Ｂ
高
卒
程
度

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
大
卒
者
お
よ
び
大
卒
見
込
者
を

除
く
）

Ｃ
救
急
救
命
士

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
救
急
救
命
士
の
免
許
を
有
す

る
方

○
受
付
期
間

　

７
月
25
日（
金
）～
８
月
11
日（
月
）

　
（
土
・
日
は
除
く
）

○
応
募
方
法

　
「
採
用
試
験
申
込
票
」
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。「
採
用
試
験
申

込
票
」
と
「
採
用
試
験
案
内
」
は
、

佐
賀
広
域
消
防
局
の
総
務
課
、
各

消
防
署
（
分
署
お
よ
び
出
張
所
を

含
む
）
お
よ
び
佐
賀
中
部
広
域
連

合
総
務
課
に
備
え
て
い
ま
す
。「
申

込
票
・
試
験
案
内
」
は
、
７
月
１

日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

※
郵
送
で
の
請
求
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
夏
休
み

の
宿
題
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

○
と
き
　

　

７
月
30
日
（
水
）、
31
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

○
と
こ
ろ　

　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

○
準
備
す
る
も
の

　

宿
題
、
筆
記
用
具
な
ど

〇
申
込
締
切　

７
月
18
日
（
金
）

○
講
師

　

退
職
校
長
会
・
退
職
女
教
師
の
会

○
参
加
資
格　

神
埼
市
内
の
小
学
生

※
神
埼
小
学
校
区
外
か
ら
の
参
加
の

場
合
は
、
保
護
者
の
送
迎
が
必
要

で
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
佐
賀
県
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
太
良 

参
加
者

﹁
神
埼
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
﹂　　

　
　
　

広

告

掲

載

業

者

申

・
問

　

佐
賀
広
域
消
防
局　

総
務
課

　

☎
３
０
‐
０
１
１
１

　

神
埼
市
で
は
、
市
役
所
で
の
各
種

手
続
き
案
内
や
地
域
生
活
情
報
を
１

冊
に
ま
と
め
た
新
た
な
行
政
情
報
誌

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
（
株
）
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
同
で
発
行
し
ま
す
。

　

有
料
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、

市
が
財
政
負
担
を
す
る
こ
と
な
く
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

作
成
後
は
全
世
帯
へ
の
配
布
を
行
う

予
定
で
す
。

　

広
告
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
に
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
発
部
数　

１
万
３
，０
０
０
部

○
配
布
時
期

　

平
成
26
年
10
月
（
予
定
）

○
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら

問

市
長
公
室　

秘
書
広
報
係

　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　
（
株
）サ
イ
ネ
ッ
ク
ス　

西
九
州
支
店

　

☎
２
４
‐
６
５
５
０

申

・
問

神
埼
市
中
央
公
民
館

　

☎
５
３
‐
２
３
２
５

募集種目 受験資格 受付期間 １次試験日 試験場
海上・航空自衛官候補生
（中途採用） 18歳以上27歳未満の男子 ７月18日（金）まで ７月26日（土） 目達原駐屯地

予備自衛官補（男女） 18歳以上34歳未満 ９月19日（金）まで 10月４日（土） 目達原駐屯地

※自衛隊採用試験制度説明会を開催します。【１回目】○とき：７月13日（日）10：00～ 15：00　○ところ�神埼中央公園体
育館会議室　【２回目】○とき�７月20日（日）10：00～ 14：00　○ところ�脊振支所会議室　【対象者】高校生・大学生・父
兄の方・一般の方など

【説明種目】平成26年度自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科など）

◎問い合わせ先　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内

▲完成イメージ
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神
埼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　
　
　
　

臨

時

職

員

公

認

審

判

員

脊
振
観
光
プ
ー
ル
の
ご
案
内

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

有
料
広
告

有
料
広
告

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

　

公
益
財
団
法
人
全
日
本
軟
式
野
球

連
盟
お
よ
び
佐
賀
県
神
埼
地
区
軟
式

野
球
連
盟
で
は
、
公
認
審
判
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

60
歳
く
ら
い
ま
で

※
健
康
で
野
球
に
興
味
の
あ
る
方

※
３
ヶ
月
間
の
講
習
の
後
、
正
式
な

審
判
員
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

古
賀

　

☎
４
４
‐
３
７
２
１

● 

お
知
ら
せ 

●

　

夏
休
み
に
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
脊
振
観
光
プ
ー
ル
に
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

小
さ
な
子
供
が
楽
し
め
る
、
小

プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
は
、
期
間
中
使
用
で

き
る
プ
ー
ル
パ
ス
券
も
あ
り
ま
す
。

○
期
間

　

７
月
19
日（
土
）～
８
月
31
日（
日
）

○
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

　
（
昼
休
み
正
午
～
午
後
１
時
）

○
休
み

　

８
月
13
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　

15
日
（
金
）
ま
で

※
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
臨
時
で
休
み

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
料
金
（
１
回
あ
た
り
）

　

幼
児
と
保
護
者
（
１
組
）

�

１
０
０
円

　

小
・
中
学
生
（
１
人
）�

50
円

　

高
校
生
以
上
（
１
人
）
１
０
０
円

　

小
・
中
学
生
プ
ー
ル
パ
ス
券
（
夏

休
み
期
間
中
有
効
）（
１
枚
）

�

８
０
０
円

問
　

社
会
教
育
課�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

○
業
務
内
容

・
調
理
員

　

学
校
給
食
調
理
業
務

・
配
送
車
運
転
手
兼
調
理
補
助

　

給
食
配
送
車
（
2
ｔ
）
で
の
給
食

配
送
及
び
調
理
補
助

○
募
集
人
員

・
調
理
員　

３
人

・
配
送
車
運
転
手　

１
人

○
雇
用
期
間

　

平
成
26
年
８
月
下
旬
～

　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
末

　
（
学
校
の
長
期
休
業
期
間
は
お
休

み
）

○
賃
金　

日
額
６
，５
０
０
円

○
応
募
資
格

　

配
送
車
運
転
手
は
普
通
自
動
車
運

転
免
許
取
得
者
（
A
T
限
定
は
不

可
）

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
販
の
履
歴
書

　
（
顔
写
真
添
付
）

②
返
信
用
は
が
き

　
（
返
信
先
記
入
）

○
受
付
期
間

　

７
月
７
日
（
月
）
～

　
　
　
　

７
月
31
日
（
木
）

※
持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
郵
送
の
場
合

は
、
７
月
31
日
の
消
印
有
効

○
選
考
方
法

　

面
接

※
面
接
日
は
、
後
日
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申

・
問

　

神
埼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

○
業
務
内
容

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
の
理

由
で
、
昼
間
家
に
保
護
者
等
の
い

な
い
児
童
を
預
か
り
、
遊
び
を
中

心
と
し
た
指
導
を
通
じ
て
児
童
の

安
全
と
健
全
育
成
を
図
る
。

○
募
集
職
種

・
一
般
指
導
員
の
代
替

・
障
が
い
児
対
応
の
代
替

○
募
集
人
員

・
一
般
指
導
員　
　
　

若
干
名

・
障
が
い
児
対
応　
　

若
干
名

○
勤
務
形
態

・
平
日　

午
後
２
時
～
午
後
６
時

・
土
曜
日　

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
（
５
～
６
時
間
の
交
代
制
）

・
長
期
休
業
中　

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
（
５
～
６
時
間
の
交
代
制
）

※
と
く
に
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
中

に
多
く
勤
務
で
き
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

○
賃
金

・
一
般
指
導
員　
　

時
給
８
２
０
円

・
障
が
い
児
対
応　

時
給
８
６
０
円

○
資
格

　

障
が
い
児
対
応
は
、
看
護
師
・
介

護
士
ま
た
は
保
育
士
、
児
童
厚
生

員
等
の
資
格
が
必
要
で
す
。

○
申
込
方
法

　

次
の
書
類
を
担
当
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
市
販
の
A
４
サ
イ
ズ
の
履
歴
書

（
顔
写
真
付
）

申

・
問

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１



21 市報かんざき 2014. ７月号

﹁
企
業
説
明
会
Ｉ
Ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
﹂

　

　

　

　

　

開

催

第
44
回
佐
賀
県
人
権
・　
　

　
　
　

同
和
教
育
研
究
大
会

神

埼

歩

こ

う

会　
　
　
　

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

発
達
障
が
い
者
専
門
相
談
窓
口

子
育
て
サ
ロ
ン﹃
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
﹄

　

佐
賀
労
働
局
若
年
者
地
域
連
携

（
運
営
受
託
団
体
株
式
会
社
キ
ャ
リ

ア
サ
プ
ラ
イ
）
で
は
、若
年
求
職
者
、

来
春
大
学
等
卒
業
者
を
対
象
に
「
企

業
説
明
会
Ｉ
Ｎ　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
」
を
開

催
し
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

45
歳
未
満
の
求
職
者
、
来
春
大
学

等
卒
業
予
定
者
の
方
は
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

８
月
６
日
（
水
）

　

正
午
受
付
開
始

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所　

佐
賀
市
文
化
会
館

○
参
加
対
象

　

45
歳
未
満
の
求
職
者

　

来
春
大
学
等
（
大
学
、
短
大
、
専

門
学
校
）
卒
業
予
定
者

○
参
加
費　

無
料

問

株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
サ
プ
ラ
イ

（
若
年
者
地
域
連
携
事
業
受
託
者
）

　

☎
２
７
‐
６
１
２
０

有
料
広
告

有
料
広
告

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

● 

相　

談 

●

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

７
月
22
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
　

　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会�

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

　

発
達
障
が
い
児
（
者
）
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
の
相
談
を
専
門
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
適
切
な
医
療
機
関
、
相
談
機

関
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

７
月
28
日
（
月
）

○
と
こ
ろ

　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

○
大
会
テ
ー
マ

　

人
権
教
育
・
啓
発
・
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
の
在
り
方
を

明
ら
か
に
し
よ
う
！

　

～
「
個
」
と
「
個
」
が
束
ね
合
わ

さ
っ
た
「
協
働
」
の
取
り
組
み
を

め
ざ
し
て
～

○
と
き　

８
月
８
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

佐
賀
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

○
内
容

①
開
会
行
事

②
記
念
講
演

　
「
差
別
意
識
の
カ
ラ
ク
リ
」

　

講
師　

奥
田　

均
氏

○
主
催

　

佐
賀
県
教
育
委
員
会

　

佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協

議
会

問
　

第
44
回
佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会　

佐
賀
県
実
行
委
員
会

事
務
局（
佐
賀
県
教
育
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
６
２
‐
６
４
３
４

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
と
き　

７
月
29
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～

○
集
合
場
所

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
北
側
駐
車
場

○
行
き
先

　

諸
富
町
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
味
の

素
佐
賀
工
場
見
学
・
三
重
津
海
軍

所
跡
等
散
策

※
雨
天
時
は
原
則
中
止

※
年
会
費　

１
，５
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

○
と
き
・
内
容

︻
７
月
︼（
毎
週
月
曜
日
開
催
）

・
７
日　

七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
！

・
14
日　

水
遊
び
を
し
よ
う
！

※
水
着
、
キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

・
28
日　

ク
ッ
キ
ン
グ

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ス
プ
ー
ン

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
（
園
庭
開
放
日
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
（
受
付　

午
前
10
時
～
）

※
予
約
不
要
。
時
間
内
は
随
時
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
と
こ
ろ

　

大
立
寺
幼
稚
園

　

子
ど
も
の
家
保
育
園

　

☎
４
４
‐
３
１
４
４



22市報かんざき 2014. ７月号

くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談
行政・人権相談

家庭児童相談・母子自立支援相談

消費生活相談もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

７月
4日（金）

10：00～12：00

神埼町保健センター２階研修室
11日（金） 千代田支所 ２－３会議室

８月
1日（金） 神埼市役所 ３－３会議室東側
8日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

７月
8日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室

11日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
28日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

８月
8日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

12日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
18日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　神埼市役所　　市長公室　　　　　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　☎59-2111

○と　き　７月17日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　７月14日（月）まで
　平成22年から８月３日を「司法書士の日」
と定めております。
　その「司法書士の日」にあわせて、県内各
司法書士事務所にて無料法律相談を行います。
○と　き　８月３日（日）
○ところ　県内各司法書士事務所
　なお、月・火・木の18時から20時まで電話
による無料相談を行っております。
※火曜日は成年後見のみの相談
無料電話相談　☎29-0635
◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽にご
相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00
（祝日を除く）

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　７月11日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　７月５日（土）、17日（木）13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　７月19日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○と　き　　７月17日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　　神埼町保健センター
○受　付　　７月14日（月）まで　　※要予約
○定　員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　神埼支所　☎51-1822

〇相談日　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　９：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00
〇弁護士相談
　毎週水曜日　13：00 ～ 16：00（予約制・要相談）
◎問い合わせ
　佐賀県交通事故相談所（佐賀県くらしの安全安心課）
　☎25-7061

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）

交通事故相談
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児） ＊７月のママサロン＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

７月

3日（木） 全年齢児 七夕まつり
千代田町保健センター

10日（木） 0,1歳児 スキンシップ遊び
17日（木）

全年齢児

お砂場で遊ぼう 脊振2000年館
24日（木） バルーンで遊ぼう 千代田町福祉センター

８月
7日（木） プール遊び

千代田町保健センター
14日（木） プール遊び

と　き ところ
1日（火）

千代田町保健センター8日（火）
15日（火）
22日（火） 四丁目公民館

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談お問
い合わせください。
○とき　月～金曜（祝日を除く）　9：00 ～ 16：00　　☎44-4908（神埼市子育て支援センター）　

10日（木）…目と目を合わせて
にっこり笑うと、優しい気持ち
になりますよ。リズムに合わせ
て楽しい時間を過ごしましょう。

※いずれの企画も10：00～11：30で開催。

3日（木）…七夕飾りをみんなで作
りましょう。短冊に願いを込めて
何を書こうかな？

17日（木）…脊振2000年館で遊び
ます。大きな屋根付きの砂場で思い
きりお砂場遊びをしましょう。現地
集合、現地解散です。詳細は電話で
お尋ねください。

　ママサロンはママ同士で仲良しに
なっていく場所です。子どもは広いお
部屋で自由遊びをします。ママは同室
で一緒に子どもと遊んだり製作活動を
したり、おしゃべりをして過ごします。
もっと遊びたい子ども達、ママ友を作
りたいママ達、ぜひ遊びに来てくださ
い。ママだけの参加もいいですよ。

神埼市中央公民館

[ 出演者から一言 ]　
♪「みんなで折り鶴を折って飾りましょう。
前半は平和を願う曲を、後半は紙芝居や、唱歌、季節
の歌を皆さんと一緒に歌って脊振の涼しい夕べを楽しみ
たいですね。」♪♪

○と　き　７月 12 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　脊振公民館２階　大会議室
○内　容　コーラス
○出演者　「平和の旅へ」合唱団さが
○曲　目　♪折り鶴　平和の旅へ　大型紙芝居
　　　　　　ソプラノデュエット　われは海の子
　　　　　　ゆりかごのうた　花は咲く♪

◎問い合わせ先
　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

♪次回は９月に開催する予定です。
　親子で、ご家族で、また、お友達とお誘
　いあわせのうえ、ぜひご参加ください！
　（入場無料）

▲５月は「Oh! ブルースバンド＋Ｓ＆Ｇ」の
　みなさんの演奏でした。

取り付け・取り外しまで
なんでも気軽にご相談ください！

水もれ・つまり・温水器修理
建具・サッシ修理・大工工事
床鳴り・床張り替え
防虫害鳥対策・シロアリ・塗装
クロス・ハウスクリーニング
ペット用造作・リフォーム
★住宅メンテナンス診断士資格有

エアコンクリーニング
￥5,000～住まいの便利屋

ほんとに何でもやってます

新規キャンペーン実施中！
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４
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月 火 水 木 金 土 日
30 １（神埼） ２（神埼） ３（神埼）

※子宮頸がん
　検診なし

４（神埼）

夜間健診
※胃がん検診なし

５ ６（神埼）

★歯とお口の
　健診あり

７（神埼）

※子宮頸がん
　検診なし

８（神埼） ９ 10 11 12 13

14（脊振） 15（脊振） 16（脊振） 17（神埼） 18（神埼） 19 20

21（神埼） 22（神埼） 23（神埼） 24（神埼） 25（神埼） 26 27

28（神埼） 29 30（千代田） 31（千代田） １（千代田） ２ ３（千代田）

★歯とお口の
　健診あり

７月の健康カレンダー（成人版）

　さわやか健康教室では、講義や調理実習、視察研修等を通して「食」や「健康」について学んでいきます。「健康づ
くりのために何かしたい」「栄養や運動のことを学びたい」と思っているあなた！ぜひ参加してみませんか？食生活改
善推進員の養成講座も兼ねています。男性の参加も大歓迎です。みなさんお気軽にご参加ください。詳細は、市報６月
号の16ページをご参照ください。
✿日程：８月～ 12月（月２回程度・計８回）
✿場所：千代田町保健センター
　　　　※希望者には、脊振支所・神埼町保健センターから送迎バスが出ます。
✿参加費：年間3,000円（調理材料費・テキスト代含む）

　熱中症とは、高温多湿な環境で、体温調節が上手く働かずに体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、更には、吐き
気や倦怠感などの症状が現れ、重症になると意識障害などが起こります。
＜熱中症の予防法＞　～熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です～
✿水分補給：こまめな水分補給。特に子どもやご高齢の方は、渇きを感じなくても水分補給を。
✿体調に合わせて：通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用。冷たい濡れタオルや氷の使用など。
✿室内環境：無理をしてエアコンを使わないと、体調を崩すことがあります。
　　　　　　室温が上がりにくい環境の確保。（換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）
✿外出時の注意：日傘や帽子の着用。日陰の利用。こまめな休憩。

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

健 康

住民総合健診

結果説明会

住民総合健診

結果説明会

住民総合健診

住民総合健診

結果説明会

住民総合健診

結果説明会

結果説明会

住民総合健診 住民総合健診

結果説明会 結果説明会

結果説明会結果説明会

結果説明会

住民総合健診

結果説明会

住民総合健診 住民総合健診 住民総合健診

＜注意!!＞

３日（木）と７日（月）は

子宮頸がん検診がありません。

がん検診の結果は、
１ヶ月程かかります。
検査機関より届き次第、
早急にお送りします。

さわやか健康教室参加者募集　＜募集期間：７月16日まで＞

高温多湿の季節！熱中症に注意!!

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

さわやか健康教室
受付締切り

住民総合健診の神埼会場は、
「神埼中央公園体育館」です。

住民総合健診の千代田会場は、
「千代田町保健センター」です。
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こども健康カレンダー（７月１日～８月15日）

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

7月

7日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

1歳未満の乳児

14日（月） 乳幼児相談   9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

18日（金）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成24年11月～ 12月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

23日（水）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター

平成 22年10月～ 11月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

25日（金） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成26年3月～ 4月生

8月

4日（月） あかちゃん広場 13:15～13:30

神埼町保健センター

1歳未満の乳児

11日（月） 乳幼児相談   9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

12日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 1歳～就学前までの乳幼児

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

７月６日

（日）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394 ー 1
☎55-6566（小）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44-2046（内・小）

７月13日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52-2452（内・胃・呼）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44-2311（内・小・胃）

7月20日

（日）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52-3145（外・整外・胃）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925－1
☎51-1110（内・胃）

7月21日

（月・祝）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9
☎52-4185（内・小）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53-1818（内・胃・呼）

7月27日

（日）

中下医院
千代田町餘江128
☎44-2488（内）　

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52-5521（内・胃・小）

８月３日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀2504－1
☎52-1525（内）　

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52-2977（内）

８月10日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1
☎52-3139（内・形外・皮）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44-2141（内・小）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

☆フッ化物塗布のご予約は、千代田町保健
　センターまでお願いします。

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

パソコン教室のご案内！
○日時
　①やさしいワード（入門編）
　　８月５日（火）、12日（火）、19日（火）、
　　21日（木）、26日（火）、28日（木）（計６回）
　②やさしいエクセル（入門編）
　　９月２日（火）、４日（木）、９日（火）、
　　11日（木）、16日（火）、18日（木）（計６回）
　※毎回午後１時30分～午後３時30分（毎回）
○会場　神埼中央公園体育館　会議室
○テキスト料　3,300円
　各講座ごとに初日に徴収します。お釣りの無いよ

うにお願いします。
○定員　各コース20人
　・募集多数の場合は、抽選により決定します。
　・各教室とも希望者が10人に満たない場合は、開

催を中止します。
　・今までに受講された方は、受講できません。
○申込締切　７月29日（火）
○申込方法　
　「住所、氏名、電話番号、コース名」について、電
　話またはＦＡＸでお申し込みください。
◎問い合わせ　神埼市中央公民館（神埼土木事務所

内仮設事務所）☎53-2325　ＦＡＸ　53-4940
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日 催　　物 開演 入場料 主　　催

7月３日 木 いきいき大学 10:00 会員
年会費1,000円

神埼市教育委員会（中央公民館係）
☎53-2325　

7月６日 日 第10回　チャリティーさなぼり
歌仲間の集い 9:30 無料 カラオケ愛好会　広瀬　☎44-2601

7月13日 日 第３回神埼市神音祭 14:00 無料 神埼市文化連盟・神埼市　☎52-2423

7月17日 木 いきいき大学 10:00 会員
年会費1,000円

神埼市教育委員会（中央公民館係）
☎53-2325　

7月19日 土 千代田町地域ケア会議　市民公開講座
映画上映会 14:00

無料（要整理券）
※千代田支所内「おたっしゃ
　本舗神埼南」にて配布中

神埼市南部地域包括支援センター
☎34-6080

7月21日 月・祝 温かい音楽会 13:30 無料 平野音楽教室　☎24-2988
7月27日 日 YAMAHA MUSIC STAGE vol.10 13:30 無料 ㈱中央楽器　☎29-1678

7月28日 月 平成26年度神埼市歴史文化体験事業 14:00 市内小学校
６年生対象

神埼市教育委員会（文化財係）
☎44-2731

※催物の内容については、主催者にお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

７月３日（木）

千代田文化会館
はんぎーホール

佐賀仁和加
～その系譜と佐賀の芸能～

佐賀県芸術文化協会事務局長
　平尾　洋美さん　

７月17日（木） ＤＶについて 佐賀県ＤＶ総合対策センター所長
　原　　健一さん　

８月７日（木） 神埼の家庭菜園と花作り
～秋・冬野菜の手入れのコツ～

百田種苗農材（株）シードアドバイザー
　八谷奈緒美さん　

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、農協会館前を午前９時30分に出発です。ご利用の方は遅れないようにご集合ください。
いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館仮事務所（神埼土木事務所１階）、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申
し込みください（平日17時15分まで）。講座日の受付でも手続きできます。　【教材費】年間�1,000円
◎問い合わせ　中央公民館係　☎53-2325

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎７月
開催分

水車の里遊学館ギャラリー
と　き 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

７月９日（水）
13：30～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、どうぞお気軽においでください

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも!!

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30～ 16：00
◆休館日　　毎週火曜日

ゆかたで
　神埼宿場まつりに合わせて、ゆかたの着付け教室を行います。
　今年こそゆかたを着ておまつりに行きたい!!花火大会も

行きたい!!でも、自分でゆかたを着る
ことができなくて困っていませんか？
　友達、家族、みんなでゆかたを着て、
宿場まつりにGO!!　

無料

○と　き　７月26日（土）15:00 ～ 17:00
○ところ　神埼市役所　１階会議室
○準　備　ゆかた、帯、伊達締め１本、腰紐３本、
　　　　　帯板、げた、タオル３枚
○講　師　石隈　裕子　先生
○参加資格　市民なら男女問わずどなたでも可
○申込締切  ７月18日（金）まで
◎申込・問い合わせ
　神埼市中央公民館
　☎53-2325　ＦＡＸ：53-4940
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみま
せんか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、うちどくオススメの本がたくさんありま
すよ。利用してみませんか。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館（仮設）
（神埼土木事務所１階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・祝日 神埼市立図書館（神埼市中央公民館）
☎53-2325

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 土・日曜日・祝日 社会教育課　社会教育係　☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 日曜日・祝日 脊振分館　☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

・とき　　　７月19日(土)　10時30分から

・ところ　　神埼町保健センター

・ないよう　市長さんのよみがたり(課題図書)

　　　　　　おはなしTio＆こがえつこさん

　「おもやいどがしこでん」の作者のおはなしをきいてみ

ませんか？

　工作室もあります。

「花子とアンへの道」 
村岡恵理/編　新潮社

「ミルクこぼしちゃだめよ！」 
スティーヴン・デイヴィーズ/文 　　

ほるぷ出版 　　

～本が好き、仕事が好き、
� ひとが好き～
　ＮＨＫ連続テレビ小説の主
人公、村岡花子さんはどうい
う人なのでしょうか。

　今年の読書感想文の課題
図書です。
　西アフリカの国のニ
ジェールのおはなしです。
　色あざやかな絵がきれい
です。

７月のおすすめの本 

☆第８回　市長さんといっしょにおはなし会☆

うちどく［家読］がんばっています
　本を通して、地域の絆を深め、ふれあいを大切にしながらみんなで本
を読み、語り合う・・・そんなすてきな地区がひろがっています。
　地域のみなさんの要望に応えて図書館に通ってくださっているお２人です。

城原地区　一番ヶ瀬館長 姉地区　吉井さん

　

夏
休
み
は
図
書
館
で
本
を
読
み
ま
せ
ん
か
？

　

夏
休
み
期
間
中
に
読
ん
だ
本
の
数
だ
け
「
ほ

ん
、
だ
い
す
き
！
」
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を

押
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
読
ん
で
、
読
書
が
ん
ば
り
賞
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

　

か
わ
い
い
賞
状
を
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
に
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

（
対
象
：
幼
児
と
小
学
生
）

﹁
夏
休
み
は
読
書
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
﹂

▲昨年のおはなし会の様子
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www.newotani-saga.co.jp

有
料
広
告

有
料
広
告

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　どーも！光り物大好き♡　おのくみこ☆です

（●＾o＾●）ﾎﾟｯ♪

　そして今年もホタルの季節がやってきました♪

　神埼市周辺でゲンジボタルを見る事が出来る期間

は、５月上旬から７月上旬頃までの約２カ月ほど

で、鑑賞できる場所も数か所しかないと言うことで、

『MY　DEAR神埼』でも市報６月号にも掲載され

ていた『神埼ほたる会』の田中利明さんにお話を伺

いました。その模様は『MY　DEAR神埼』のUST

アーカイブ５月28日（水）でもご覧頂けますので、

このページの右下にあるＱＲコードを『ピッ♪』と

してみて下さいませ（*^_^*）ｴﾍﾍ番宣。

　そして田中さんのお話をもとに『MY　DEAR神

埼』スタッフも５月末日『神埼ホタル探しの旅』に

出かけました。

　場所は、神埼町犬の目にある住宅街「パインピア」

周辺。

　時間は午後８時半過ぎ。車を降りるとすぐに「ぽ

わ～ん♪」と淡～い光が空中にふわふわ浮かんで私

達を出迎えてくれました。

　数は多くはなかったけれど、養殖ではない自然の

蛍がところどころで静かにポワポワッ☆と光を放っ

ていてとってもステキ～ (#^.^#)

　沢山の数の蛍が乱舞する様子も見事で綺麗です

が、神埼の蛍の様に全く人の手が入っていない、自

然に生息している蛍が放つ光だけを頼りにその姿を

探していると暗闇の中で時々「ポッ」と光ります。

そしてその光に向かって「あ！いたっ！」と駆け出

すと、また別の方向で「ポッ」と光って。「ここに

も～♪」そんな事を繰り返していると、なんだか

子どもの頃を思い出し、懐かしい気持ちになれまし

た。そんな風に童心に返ってはしゃいでいると、隣

で『MY　DEAR神埼』スタッフ26歳最年少の今村

氏から『おのさん！住宅街だから声のボリューム落

として！』と注意されてし

まう始末(/_;)ｲﾔﾝ。ﾀﾞﾒﾈ…

だって楽しかったんだも

ん（＾ｖ＾）ﾃﾍｯ♪

　そんなどこかホッと懐

かしい気持ちになれる神

埼の蛍の姿が見られるの

も今年はあとわずか。神埼ほたる会では、

ホタルの飛翔期間中、神埼市内の各施設に『ほたる

の飛翔情報』を掲示されていますので、その情報を

参考にお出かけ下さい。

　主な掲示場所としては・・・神埼市役所商工観光課、

千代田支所、脊振支所、神埼市中央公民館（コチラ

現在工事中ですね）水車の里、梅の花、仁比山保育園、

小桜保育園　などだそうですよ(*^^)v

　詳しくは「神埼ほたる会」　電話53 ー 0764　田

中さんまでどーぞ♪

See you ～ (^O^) ／

第３回
「～神埼の自然に舞う光に
　　　　郷愁を誘われた夜～」



郷土の先人たちの志と功績をご存知ですか

神埼の偉人 紹介します ⑨
　神埼郷土研究会が昨年度に出版した「神埼の偉人35」。神埼の名を広め、社会貢献した
偉人たちの功績を市民の皆さんに広く知っていただくため、市報でもご紹介しています。
（掲載文は冊子の文章を参考に再編集したものです）

旧
制
中
学
校
長
を
務
め
、﹁
次
郎
物
語
﹂の
作
者

小
児
科
医
・
医
学
博
士
、
民
俗
芸
能
の
研
究
家

下し
も

村む
ら 

湖こ

人じ
ん

後ご

藤と
う 

道み
ち

雄お

明
治
17
年（
１
８
８
４
）〜

　

昭
和
30
年（
１
９
５
５
）

千
歳
村
大
字
﨑
村 

生
ま
れ

明
治
19
年（
１
８
８
６
）～

　

昭
和
35
年（
１
９
６
０
）

神
埼
町
神
埼�

生
ま
れ

　

湖
人
の
本
名
は
虎
六
郎
、
神
埼
郡
千
歳
村
大
字
﨑
村
の
旧
家
、
内
田

家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。母
が
病
弱
の
た
め
里
子
に
だ
さ
れ
、

ま
た
、
兄
と
弟
を
溺
愛
す
る
祖
母
か
ら
も
無
視
さ
れ
、
幼
く
し
て
孤
独

の
味
を
か
み
し
め
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
小
学
校
４
年
生
の
時
、
母

が
不
治
の
病
に
侵
さ
れ
母
の
実
家
で
療
養
し
ま
す
。
そ
の
半
年
あ
ま
り

の
闘
病
中
、
兄
弟
の
中
か
ら
た
だ
一
人
自
ら
進
ん
で
母
親
と
起
居
を
共

に
し
、
初
め
て
「
母
の
至
純
な
愛
情
」
に
触
れ
、
母
亡
き
後
も
、
大
き
な

心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
12
歳
の
時
に
は
継
母
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
複
雑
な
生
い
立
ち
が
、後
に
「
次
郎
物
語
」
を
生
ん
だ
の
で
す
。

　

大
正
２
年
に
下
村
家
の
長
女
菊
千
代
と
結
婚
、
下
村
家
に
入
り
ま
し

た
。
同
７
年
、
34
歳
で
唐
津
中
学
校
教
頭
、
そ
の
後
も
鹿
島
中
学
校

長
、
唐
津
中
学
校
長
な
ど
前
後
、
14
年
間
に
わ
た
り
、
佐
賀
県
教
育
界

に
尽
く
し
ま
し
た
。
鹿
島
中
学
校
長

の
折
、
生
徒
に
教
育
の
目
標
は
「
学

業
成
績
の
優
劣
に
関
係
な
く
、
人
間

と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
人
物
を

育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
語
り
、

「
自
分
自
身
の
魂
を
見
つ
め
よ
」
と

説
き
、
現
在
も
当
校
の
教
育
理
念
と

し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
厳
格

さ
の
中
に
も
温
か
く
、
生
徒
に
敬
愛

さ
れ
、
信
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
雄
は
、
浄
光
寺
住
職
、
後
藤
智
水
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
当
時
、
学
校
に
は
「
飛
び
級
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
道
雄
は
そ
の
制
度

に
よ
っ
て
同
年
齢
の
人
た
ち
よ
り
早
く
進
級
・
卒
業
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
38
年
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
に

進
学
し
ま
す
。
明
治
42
年
同
校
を
卒
業
し
、
引
き
続
き
小
児
科
教
室
の
助
手

と
し
て
研
究
に
励
み
ま
す
。

　

そ
の
後
、熊
本
医
学
専
門
学
校
教
授
や
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
を
務
め
、

大
正
５
年
、「
浸
圧
の
研
究
」「
針
灸
術
」
他
数
篇
の
学
位
論
文
に
よ
り
、
医

学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
で
西
洋
の
最
新
の
医
学
を
学
び
、

医
専
の
教
授
と
な
り
、
さ
ら
に
東
洋
医
学
も
研
究
し
、
博
士
号
を
得
ら
れ
た

こ
と
は
、
医
学
界
に
と
っ
て
も
快
挙
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
正
９
年
に
佐
賀
市
松
原
町
に
開
業
し
た
後
藤
小
児
科
を
昭
和
20
年
に
閉

じ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
も
研
究
を
続
け
て
き
た
民
芸
や
郷
土
史
等
を
、
本
職
の

傍
ら
本
格
的
に
探
求
し
て
い
き
ま
す
。
各
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
謡
、
舞

踊
、
浮
流
（
風
流
）、
祭
の
催
し
物
な
ど
の
調
査
発
掘
を
し
、
そ
の
発
表
や

保
存
な
ど
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
更
に
演
劇
、
舞
踊
な
ど
の
育
成
に
努
め
ま

し
た
。
昭
和
27
年
、
佐
賀
県
文
化
財
専
門
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
郷
土
の
無
形

文
化
財
、
民
俗
資
料
の
保
存
と
顕
彰
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

後
藤
は
多
方
面
の
分
野
で
数
々
の
業
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
他
よ
り
ぬ
き

ん
で
た
才
能
と
飽
く
こ
と
の
な
い
探
究
心
と
実
践
力
の
結
果
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
常
人
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

※
「
神
埼
の
偉
人
35
」
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲下村湖人生家
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ふるさと夏まつりスタンプラリー
～出かけよう！ふれあおう！楽しもう！～

市内で開催されるふるさと夏まつりに参加して、２会場以上のスタンプを
集めると、抽選で豪華賞品をプレゼント！

実施期間
７月26日（土）～８月23日（土）　　
①７月26日（土）
　かんざき宿場まつり（神埼町）　
②８月９日（土）
　城原川ハンギーまつり（千代田町）
③８月23日（土）
　脊振町わんぱくまつり（脊振町）

実施要領
・全戸配布するチラシもしくは会場に用意している

スタンプラリーカードをもらって参加します。
・応募は1人1枚までとします。同一人物による複

数の応募があった場合は、抽選から外させていた
だきます。

・応募は神埼市民に限ります。　
・当選発表は賞品の発送をもって代えさせていただ

きます。発送は９月中旬頃の予定です。

応募締切日 　９月３日（水）必着

賞　品
★スタンプ３個で応募
①夏まつりパーフェクトコース（計40名様）
　※３つの中から1つを選択
　A．佐賀牛ロースステーキ（１万円相当） 10名様
　B．人気図鑑セット 10名様
　C．神埼めん懐石（ペア食事券） 20名様
★スタンプ２個で応募
②夏まつりふれあいコース（計60名様）
　※３つの中から１つを選択
　A．神埼そうめん 20名様
　B．高取山公園遊具共通回数券 20名様
　C．市内物産販売所買物券（3,000円分） 20名様

◎問い合わせ　　商工観光課　商工観光係　☎37-0107
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≪ウォーターイベント≫　12：00 ～
場所：城原川親水公園「水辺の楽

がっ

校
こう

」

≪ステージイベント≫　17：30 ～
場所：千代田支所　南側駐車場周辺
 　夜は楽しい出しものや、出店が盛りだくさん！皆さ
 んのご出場・ご来場をお待ちしています。
 ● 千代田西部小マーチングバンド演奏
 ● 親子ふれあい総おどり
 ● 千代田中学校吹奏楽部演奏
 ● ヒップホップダンス
 ● 神舞太鼓（じんぶだいこ）
  盆踊り
 ● 花火打ち上げ　　　　　　　などなど

 ※内容については、変更になる場合があります。

城原川ハンギーまつり実行委員会では、ハンギー競漕への
出場者を募集しています。優勝、入賞者にはすてきな賞品
などを準備しています。市外からの参加も大歓迎です！

１

２

３

ハンギー競漕　新種目追加!!

○女性チーム限定！菱むすめハンギー競漕
　参加者大募集！
○ハンギー競漕のスピード王は誰だ!?
　ハンギースピードマスター開催！

一般ハンギー競漕は、今年も！

さらに今年は・・・

「お楽しみ！抽選会」　「フォトコンテスト」

◎申込・問い合わせ
　城原川ハンギーまつり実行委員会事務局
　（千代田支所　農政水産課分室内）
　☎44-2198　FAX 44-3287

「神埼市ふるさと夏まつり　スタンプラリー」　あり!!

ウォーターイベントプログラム
 （12：00 ～ 16：00）
１　開会式　
２　次郎っ子ハンギー競漕（予選）
３　一般ハンギー競漕（予選）
４　新種目！菱むすめハンギー競漕
５　ハンギー飛び入り25ｍ漕
６　新種目！ハンギースピードマスター 2014 ！
７　次郎っ子ハンギー競漕（決勝）
８　一般ハンギー競漕（決勝）
９　ウォーターイベント表彰式

　昼は競技種目の他、城原川で誰でも参加、体験できる
おなじみの「飛び込みターザン」「川のつり橋」「ハンギー・
カヌー試乗」など楽しい水遊びがいっぱい！

○募集締切日　７月25日(金) 
※申込書は、神埼市役所、各支所に準備しています。

頃まで

◎詳しくは、ＱＲコードを!!
（※機種によってはQRコー
ドを読み込めない場合があ
ります。）
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シ
リ
ー
ズ 

５

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や
交
流

の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
書
道
に
よ
っ
て
頭
脳
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
楽
し
い
仲
間
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
友
泉
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

友　

泉　

会

　

友
泉
会
は
、
神
埼
市
の
社
会
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
「
新
人
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
で
の
志
岐
典
子
さ

ん
の
指
導
に
よ
る
書
道
講
座
を
ベ
ー
ス

に
、
約
２
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
は
約
10
人
の
会
員
が
毎
月
３
回
、
火

曜
日
の
午
前
中
、
書
道
教
室
に
集
ま
り

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
会
の
名
称
は

志
岐
さ
ん
の
雅
号
で
あ
る
「
清
泉
」
に

ち
な
み
、
友
と
し
て
友
好
的
な
関
係
を

保
ち
、
泉
の
よ
う
な
広
が
り
を
持
ち
た

い
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

志
岐
さ
ん
か
ら
月
初
め
に
二
つ
の
手

本
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
文

字
の
配
列
、「
は
ね
」
や
「
は
ら
い
」
な

ど
筆
遣
い
に
関
す
る
注
意
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
念
頭
に
当
月
中
の
完
成
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

の
し
袋
や
年
賀
状
な
ど
の
書
き
方
も
、

適
宜
、
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
。
教
室
内
は
、
美
文
字
が
書
け

る
こ
と
を
目
標
に
真
剣
な
雰
囲
気
が

み
な
ぎ
っ
て
お
り
、
当
日
の
最
後
に

は
会
員
一
人
ひ
と
り
に
、
作
品
の
評

価
や
見
栄
え
を
良
く
す
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
「
書
道
部
の
経
験
を

生
か
し
て
、さ
ら
に
上
達
し
た
い
」「
大

脳
の
活
性
化
に
よ
っ
て
、
ぼ
け
防
止

に
な
る
」「
墨
の
香
り
に
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
が
あ
る
」「
作
品
を
残
し
た
い
」

な
ど
書
道
に
つ
い
て
の
話
題
と
と
も

に
、「
時
々
の
食
事
会
が
楽
し
い
」
と

い
っ
た
会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

将
来
は
文
化
連
盟
へ
の
加
入
な
ど
、

対
外
的
に
も
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

◎問い合わせ
　志岐　典子さん
　☎52-2314

有
料
広
告

有
料
広
告

ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方へ
月額 10,000円（税別・1レッスン2時間、週1回）
ひとりひとりに合ったご指導をしますので安心です！

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

芹
の
花
伸
び
て
川
州
を
造
り
け
り

�

藤
山　

初
次

柿
若
葉
歯
抜
け
の
猫
の
よ
だ
れ
か
な

�

牟
田
口　

則
子

橘
の
花
の
香
り
に
偲
ぶ
君

�

香
月　

富
士
雄

風
さ
や
か
柿
の
芽
摘
も
は
か
ど
り
し

�

井
上　

豊
美

柿
若
葉
大
合
唱
の
翁
か
な

�

松
本　

都
子

胴
長
を
陰
に
千
し
た
る
鮎
の
宿

�

畑
石　

蝌
蚪
子

小
川
に
は
糸
ト
ン
ボ
の
住
み
家
あ
り

�

東
島
万
喜
子

今
年
亦
百
歳
越
え
し
楠
を
剪
る

�

音
成　

市
次

茎
太
き
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
夢
膨
る

�

田
原
ひ
よ
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

薬
だ
と
言
い
訳
し
つ
つ
飲
む
お
酒

�

眞
島　

永
治

い
ろ
い
ろ
と
短
冊
い
っ
ぱ
い
書
い
た
け
ど

�

森　

ミ
ズ
エ

ア
ル
バ
ム
の
中
に
亡
き
父
見
つ
け
出
し

�

田
中　

雅
代

始
め
た
ら
止
ま
ら
な
く
な
る
袋
菓
子

�

佐
藤
久
仁
子

子
に
学
び
ス
マ
ホ
タ
ッ
チ
で
波
に
乗
る

�

鵜
木
美
代
子

手
作
り
の
酒
饅
頭
の
味
恋
し

�

吉
村　

民
子

コ
ー
ヒ
ー
が
冷
え
て
話
は
熱
く
な
る

�

森
﨑　

寛
次

暗
闇
に
ホ
タ
ル
同
志
が
恋
を
す
る

�

眞
島　

壽
子

夕
や
み
に
藤
の
香
り
が
と
ど
け
ら
れ

�

若
菜　

花
子

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

生
き
継
が
む
思
ひ
さ
や
げ
る
六
月
の

み
ど
り
の
原
よ
ゆ
っ
く
り
行
か
む

�

中
原　
　

幸

日
の
出
ま
へ
の
う
す
く
れ
な
ゐ
に
染
ま
り
ゐ
る

空
に
祈
り
の
双
手
を
合
は
す

�

坂
井　

栄
子

煽
て
ら
れ
ハ
ー
モ
ニ
カ
手
に
一
呼
吸

先
ず
は
音
階
そ
し
て
リ
ク
エ
ス
ト

�

大
井　

サ
カ
ヱ

生
き
る
こ
と
は
片
道
切
符
の
旅
な
る
か

戻
る
術
な
し
な
お
旅
ゆ
か
む

�

城
島　

孝
子

サ
ク
サ
ク
と
落
葉
踏
み
し
め
見
上
ぐ
る
に

楠
の
若
葉
の
萌
黄
耀
よ
う

�

田
中　

と
代

母
の
日
を
息こ子
に
誘い

ざ
な

は
れ「
梅
の
花
」

豆
腐
の
膳
に
染
み
る
や
さ
し
さ　
　
　

�

納
富　

茂
子

日
の
隈
の
山
に
も
く
も
く
若
葉
萌
ゆ

頬
さ
す
り
ゆ
く
風
の
や
さ
し
さ

�

前
田　

ツ
タ
エ

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

麦
畑
は
日
一
日
と
色
づ
き
て

麦
秋
の
季
あ
ざ
や
か
な
る
黄

�

高
橋　

露
子

弾
む
ご
と
自
転
車
漕
い
で
一
年
生

土
砂
降
り
の
径
駆
け
抜
け
て
ゆ
く

�

石
田
千
津
代

吉野ヶ里歴史公園から
　「吉野ヶ里フィーバー」という言葉を覚えていま

すか？平成元年２月23日の報道をきっかけに「吉

野ヶ里遺跡」の名前が日本中を飛び回りました。

連日の報道により、見学者は２月の終わりから５

月初めまでの短い期間に100万人を突破。この驚

異的な現象から「吉野ヶ里フィーバー」という言

葉が生まれたようです。

　そして、平成13年。国営吉野ヶ里歴史公園がオー

プンしました。現在、復元された建物は98棟もあり、

当時、イベント時以外は登ることができなかった仮復

元の物見やぐらも、今ではいつでも登ることができ

ます。吉野ヶ里フィーバーから25年。皆さんもぜひ、

物見やぐらから弥生人も見ていた脊振の山並みを眺

めてみてはいかがですか。

◎問い合わせ
　吉野ヶ里歴史公園管理センター
　☎55-9333

【誤】　　　　　　　　　　　　　　　　【正】
新緑の息吹にむせる山かいの　　　　　新緑の息吹にむせる山かいの
　　枯れ葉の朶かき分け見つけし蕨　　　　枯れ歯朶かき分け見つけし蕨

お詫びと訂正
　「市報かんざき」５月号の文芸コーナーの納富茂子さんの
短歌に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。



市
報
か
ん
ざ
き
７
月
号

2
0
1
4
.７

　
S
H

IH
O

U
 K

A
N

Z
A
K
I


	市報かんざき07 01
	市報かんざき07 02-03
	市報かんざき07 04-05
	市報かんざき07 04
	市報かんざき07 05

	市報かんざき07 06
	市報かんざき07 07
	市報かんざき07 08-15
	市報かんざき07 08
	市報かんざき07 09
	市報かんざき07 10
	市報かんざき07 11
	市報かんざき07 12
	市報かんざき07 13
	市報かんざき07 14
	市報かんざき07 15

	市報かんざき07 16
	市報かんざき07 17
	市報かんざき07 18
	市報かんざき07 19-21
	市報かんざき07 19
	市報かんざき07 20
	市報かんざき07 21

	市報かんざき07 22
	市報かんざき07 23
	市報かんざき07 24-25
	市報かんざき07 24
	市報かんざき07 25

	市報かんざき07 26
	市報かんざき07 27
	市報かんざき07 28
	市報かんざき07 29
	市報かんざき07 30
	市報かんざき07 31
	市報かんざき07 32-33
	市報かんざき07 34
	市報かんざき07 35
	市報かんざき07 36

